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1．はじめに

　昭和12年から14年にかけて日本に紹介1），導入され，普及しは

じめた日本でのアーチェリーは・第2次大戦の影響をうけて，一時期

中断されたが，終戦後，同好の人達の努力によって，昭和22年3月

に日本洋弓会が創立され，本格的な普及にのり出した．このような状

態で，諸外国に比し遅れながらの出発であったが，今やどうやらその

遅れをとりもどし成長・充実期に至っている・しかしアメリカにはま

だ数歩遅れている状況にあり，ヨー・ッパ諸国とはやっと肩を並べる

までになってきた．
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　日本で最近商業ぺ一スにのってたいへん隆盛を極めたのはボーリン

グであっ，たが，これもどうやらそのピークを過ぎた感があり，それに

とって代ろうとしているのがアーチェリーだと言われている・すなわ

ち昭和47年10月5日の読売新聞に，「秋風吹込むボーリング」と

題して，“縮小される売り揚，ボウルや靴の売れ行きパッタリ・隣りに

アーチェリー用品が陳列されているのも時代の波か”とか，“ビーク

は1昨年，この4月頃から売行きが目立って減った・売り揚を減らし

た分はアーチェリー売場の増設にしたが・こちらの方の売れ行きは上

々” いう記事があった．ターゲット・アーチェリーに加えて，今後

はフィールド・アーチェリーが進出してくるものと思われる．

世界アーチェリー選手権大会への日本選手参加況状

回　数 開催年次 開催　地 日　本　代　表　選　手 日本選手の成績

第21回 1961年

昭36

ノルウェー

スロー

小山高茂監督

子清則マネージャー

野忠彦チームドクター

井，岸野，入江，

亀井　55位

野66位
江70位
　（126名中）

参加国15中13位）

22 1963

昭38

フィンラン

ヘノレシン

キ

細井英彦監督（早大出）25歳

田五郎（浜松高校出）30

野計二（浜松高商出）29

田実（大阪府立大出）21

股英毅（慶応大）21

団体　10位

人　猪股24位

24 1967

　42

オランダ

アメノレス

フ才ルト

細井英彦監督

田，前田，木村，円城寺，

島，塩屋（和弓）宮田

団体　7位
人　末　田24位

　前　田27位
　円城寺20位

25 1969

　44

アメリカ。

ンシノレノ｛

ア州

ノ｛レーフ

乏ルジ

山田団長，高柳監督，高橋

ネージャー

田，村上，木下，道永，

西女子　西，谷，平田

団体腰幕個人鷹圭講位

26 1971

　46

イギリス

ヨーク市

前田，梶川，中本，村上，

槻女子　布浦，渡辺，中島

団体傷接個人梶川5位
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　弓の発明は非常に古く，はじめは，狩猟や武器として大いに利用さ

れたが，14世紀頃火器の発明を見てからは，狩猟や武器としての価

値を全く失い・代ってスポーツとして愛好されるようになり，今日に

至っている．

　近代オリンピック競技が復活してからは，第2回パリー大会（1800

年，明治33年），第3回セントルイス大会，第4回・ンドン大会，第

7回アントワープ大会等ですでに行なわれ2），昨年の第20回ミュン

ヘン大会には日本からも男子3名女子1名の選手が出揚している．

　また現在は，2年に1回世界アーチェリー選手権大会がFITA（国

際アーチェリー連盟）加盟国のみの参加で開催されており，日本選手団

も1961年（昭和36年）の初参加以来，前表のような参加をしてい
る．

　FITAは1931年にイギリスを中心として設立され，同年に第1回

のワールド・チャンピオンシップが行なわれ，以後毎年のように選手

権が行なわれていたが，1939年から1946年までプランクがあり，

1959年からは2年に1回行なうことになった，

　こうした大会のほかに，手紙や電報で通信しながら，外国選手と競

技を交換するメール・マソチ（mail　match）も行なわれている．

　この小論においては，弓の発生から，スポーツとしてのアーチェリ

ーの発達，日本におけるアーチェリーの歴史について述べてみたいと

思う．

』皿、Archeryとは

　Archeryという言葉は元来，弓という意味であるラテン語の「arCus」

から来ている3）（The　term一‘archeτy”comes　from　theレatin　arcus，

a　bow，……），羅和辞典でarcusをひいてみると，弓，弓型，虹，

凱旋門などの意があることがわかる．フランス語でもarcには弓形

の意があり，英語のアーク灯（arclamp），電弧（electricarc）とい

う用い方でもよく知られている・さらに弓形をアーチ（arch）という

のはすでに日本語化した状態であり，アーチ橋とか，ダムのアーチ型
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とか，運動会での入場門（緑門）などもすべて弓型という意味で用い

られ，アーケード（arcade，ドイツ語ではArkade）は，柱列に支え

られたアーチの連続したもので商店街に屋根をつけたものを言ってい

る．

　道具としての弓は，英語でBowと言い，ドイツ語ではBogenで

ある．スキーでシュテムボーゲン（Stemmbogen半制動回転）とい

うのは，片脚で制動をかけながら弓型に湾曲したシュプールを描いて

滑ぺる回転のしかたである．

　archeryとなれ，ば，弓で矢を引くことの意味であり，「弓術」とか

「弓技」という日本語に訳すのが正しく，その意味からすれば・日本

の弓道すなわち和弓も，アジヤ諸国の弓術もすべて，アーチェリーと

言わなければならないはずである．

　しかし現在の日本で言われているアーチェリーとは，日本の弓（和

弓）に対して，西洋の弓術（洋弓）を意味しているのである・

　もともと洋弓は，地中海周辺の国に発生し，ヨーロッパ特に北欧・

イギリスなどに発展し，アメリカに渡って著しい進歩をみせた弓術で

あり，日本の礼儀と精神を重んずる和弓とは，弓の大きさ，構造，形，

射法などにおいて大いに異なる点がある、このアーチェリーと和弓の

違いは，ちょうどフニンシングと剣道，またはレスリングと柔道の違

いと同族異質の関係にあると田中良一氏（全日本アーチェリー連盟理事

長）は述べている4）．アーチェリーも和弓も身体活動の原理は同じで

あるが，アーチェリーは科学的，合理的に考案されたスポーツであり，

日本弓道は東洋的精神面を重視し特にr射は立禅」（座禅に比して）と

いわれるくらいの評価をうけている．理論的には，アーチェリーの技

術面は割合簡単であるが，心理面からみた揚合射的のむずかしさは無

限ともいうぺきものがある。

　1972年の第20回夏季オリンピック大会（ミュンヘン）の競技種目

にアーチェリーが加えられ日本からも，男子3名，女子1名の選手を

送ったことは周知のことであるが，アーチェリーがオリンピックの競
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技種目としてとり上げられたのは，すでに古く，第2回パリー大会

（1800年，明治33年）の時男子のみ，第3回セントルイス大会（1904），

第4回ロンドン大会（1908），第7回アントワープ大会とに行なわれて

いる．

第20回オリンピソク・ミュンヘン大会アーチェリー成績（2880点満点）

男 子 女 子

順位 氏　　　　名 国　　　　名 得 点 氏　　　　名 国　　　名 得　点

1
　
　
2
　
　
3

i
l
號

三
1
霧

i
i
i
i
灘 ウイルバー

ドロフスカ

プチェンコ

アメ　リカ

ーランド

　　連

2424

407

403
世
界

4 コ　ニ　オ　ー ベ　ル　ギ　ー 2445｝響 ロサペリジェ ソ　　　連 2402 新

5 エリェイソン ア　メ　リ　カ 2438 マイヤーズ アメ　リカ 2385

6 ジャクソン カ　　ナ　　ダ 2437 マチンスカ ポーランド 2371

（19）梶川　　博 日 本　2381 （17）秋山芳子 日 本　2301
（29） 日比野正嗣 日 本　2344

（38）中本新二 日 本　2287

　ミュンヘン大会では，男女ともアメリカが優勝し，日本選手の成績

はかんばしくなかった．参考までにその結果を表示してみよう．

IH，弓の歴史

　人間の歴史と弓の歴史は，そのはじめから切り離しては考えられな

い．すなわち，人類発生後間もなく弓矢が発明されたのであろうと考

えられるが，その起源はきわめて古く，明らかにはわかっていないが

考古学者達の研究によれば，ネアンデルタール（Neanderthal）の，

ある種族たちは，すでに10万年以上も前に，弓矢を狩猟のために使

用していたと推定されている5）．

　原始人や直立猿人たちは，弓矢を使用しなかったと言われており，

英国の先史考古学者Vere　Gordon　Childe（1892－1957）著の「文明の

起源」には，人類が投槍器や弓を発明したのは，おそらく後期石器時

代（1－3万年前）であろうと述ぺている．

　EncycloPedia　Britanica　lこは，弓の発明は，少くとも3万年前か，お
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そらくはもっと古く，ほとんど5万年ほど前であろうと述ぺてある6）．

イベリア半島スペインの北部サンタンデルSantander近郊のカンタ

ブリア山脈（Cantabrian　Mts・）にあるアルタミラ洞窟（Altamira）

の中にかなり発達した弓を引いている壁画が残されているが，これは

約1万数千年以前のものと推定され，現在の史実としては最も古いも

のとされている・また2万5千年前にアメリカ大陸の南西部を放浪し

たフォルサム人（Folsom）達は，非常に優秀な狩猟人であり，射手で

もあった．彼らが，かつて荒野で野牛（BuHalo）を矢で射止めた記

録は，今日，全く絶滅したアメリカ野牛の肋骨の中に打ち込まれた石

の鐵によって確認されているということである7）．

　弓矢の発明が，明らかに人類の歴史における文化的大進歩であり，

これは，火の発見，車の発明，言語の発達等とならんで非常に重要な

ことであった・それは，弓の発明以前は，人間は決して野獣よりも優

位に立っていたとは言えなかったのであり，この意味からも弓矢の発

明は人類の生存に大きな影響を及ぼしたということができる．

　以上のことから，弓矢は，旧石器時代の末期に，中近東，アジア地

方の民族が発明し，新石器時代（日本では縄文式文化時代，B．C4000年

頃）にはいって，盛んに使用されるようになり，狩猟や漁獲の道具と

して生活の糧を得るための必需用具となり，のちには外敵防御の武器

としての価値も大となったことがわかる．2輸戦車や馬に乗った優れ

た戦士が尊重され，ギリシャ人や・一マ人は，金銭づくで東洋から騎

射の上手な戦士を雇ったこともあった8）．さらにスポーツとしても古

く，大昔の中国では，アーチェリーの手腕を尊重し，しばしばアーチ

ェリーコンテストを開いたという記録もある9）．

　オーストラリアの1部やタスマニア島（Tasmania）では弓を知ら

なかった民族があったと言われているが，R　P・Elmer博士は，長さ

1フィートの矢がオーストラリアで発見されたことから，異議を唱え，

それは地上からずっと以前に姿を消した種族のものであろうと表明し

ている．

　エルマア博士の調査では，おそらく1万5千年ぐらい前に存在して



アーチェリーの発達について　　7

いたオーリナシアン（Aurignacians）民族が最初に弓矢を使ったのだ

ろうと述べている．

　全世界のほとんどの種族が他民族からの刺激なしに，それぞれ特徴

ある弓矢を考案したのだろうという結論におちついている．そしてそ

の射法も，はじめは自然発生的な原始的射法とでもいうべきものであ

ったようだそこで世界各地の射法の発達のしかたを系統的に大別し

てみると，次ぎの三つの系統に分けられる．

　L　Medlterranean　form（地中海型射法）

　いわゆる洋弓型射法で，欧米諸国に発達したものである．弓を左手

に持ち，矢を弓の左側におき，矢筈を弦につがえ，右手の人差指と中

指の間にはさんで，さらに薬指を中指に添え，この三指の指先をまげ

て弦を引く射法である．現在の洋弓のフォームは，メディタレニアン

・スタイルに類し，フィールド・アーチェリー（狩猟を競技化した試合

方法），ハンチング，フィッシング・アーチェリーなどには，伝統的な

射型に基づくハイ・アンカー射法が用いられ，精密な照準，正確な的

中を要求されるターゲット・アーチェリー（標的競技）では試合のた

めのフォームであるロー・アンカー射法が考案されている．

　2・Mongolian　fo「m（蒙古方式射法）

　アジヤ民族の射法で，日本弓の射法もこれに類する．この射法は弓

を左手に持ち，矢を弓の右側におき，右手の親指の腹を弦に当て，人

差指，中指（または薬指も）を親指の上に添えて弦を引く方法である．

中国では大きい長い弓を使用する民族を大と弓の二字を合せて夷（い）

と呼ぶようになった10）。

　3，Pinch　draW　style（っまみ引き方式）

　原始的なもので，未開の土人の間に現存しており，射法というほど

の一定の法則はない土人の弓の射法である．

IV。弓術に因んだfamily　names

　アーチェリーが，英国や米国において，いかにその生活と密着して

いたかという点について，Encyclopedia　Britanica（巻H　293頁）に，
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「Its　importance　in　man’s　scheme　of　living　is　attested　by　many

family　names－Archer，Aπowsmith，Bowman，Bownocker，Butts，

Fletcher，Stringer，Yeoman－that　have　their　origin　in　archery．」

と述ぺてある、最初のItsは，前文をうけてThe　bowを指してい

るのだが，実際にbow（アーチェリー）に起因して，このような苗字

があるかどうかを，英米それぞれの代表的な人名辞典で調べてみると，

　Th81）伽∫o％αγ夕σ1▽観o襯J　Bづ08貿砂h夕（Oxford　University　Press，

1917→764）では，

Archer

Arrowsmith

Bowman
Bowyer

Butts

Fletcher

11名

3名

5名

4名

3名

24名（うちスイス人1名）

　　Bownocker，Stringeτ，Yeoman，なし

　Co％o∫581）¢oあo％¢γッ（ゾ！1ア雑θ擁6α％B¢08yα汐hy（Charles　Scribner’s　Sons・

New　York1964）には，

　　Archer　　7名（うち1名はOxford生まれ）

　　Bowman　　　2名

　　Butts　　　　1名

　　Fletcher　12名（うち2名England生まれ，1名Cuba生

　　　　　　　　　　　まれ）

　　Yeomans　　　1名

　　Arrowsmith，Bownocker，Bowyer，Stringerなし

　以上の如き実数であるが，人名辞典に掲載されているのは相当な知

名人であることからして，こうした弓に因んだ姓は，随分多いのであ

ろう．人間の生活組織の中に弓がいかに入り込んでいたかということ

がうかがわれる証拠でもある，

　蛇足ながら，これらの姓（family　names）を日本流に解釈してみ

れぱ，
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Archer射人，射手，弓射る人．

Anfowsmith　矢人，箭工，矢造り師．

Bowman　弓術家，弓の射手．

Bownocker　nockには弓筈（弓の両端の弦をかける部分，弼，ゆはず）

　と矢筈（矢の弦にかける部分）の二つがあるが，Bownockerとな

・れば，矢つがえ人の意で，弓を準備する人ともとれるし，射手と

　解してもよいであろう．

Bowyer　弓師，弓屋の意味もあり，弓人，弓術家の意味もある．

Butts射梁（しゃだ，土を高く盛って的をおく所）あづち（安土，棚），

　的山，標的等の意で標的をおくために盛り土した所のこと．

Fletcher，Fletchは矢羽をつけることで，矢羽職人，矢製造人のこ

　と，現在ではフレッチャーとは，羽根を矢に接着する時使う特殊

　の器具の名称である．

Stringer　strin9は弓の弦（つる）のことだから，弦製造師，弦張

　り人．

Yeoman　番卒，衛士，下士官，騎馬義勇兵等の意があり，弓を片

　手に持った王家，貴族の従者といったところであろう．

V．イギリスのアーチェリー

　太古において，生活と防御の手段に使われていた弓は，イギリスで

も各国と同様に火器の発明以前には，重要な武器であった．

一古代のブリトン人（Britons）が弓を使．っていたかどうかは不明だ

が，サクソン人（Saxon）がブリトン人を征服した時には，弓矢の威

力にものをいわせたことはよく知られている．

　古代ウェールズ人（Weles）の弓に関しては，バリ（Gerald　de　Barry）

が書いた「ウニールズ族日記Itinerary　of　Weles」の中に次のような

一節がある．

　「ウェールズ人の弓は，角や，白木やイチイ材で作られるのではな

く，楡の木で作られる．それは美しくもなく，磨きあげてもなく，反

対に粗野で不恰好である．しかし，それは堅くて強い．それは遠方へ
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射るためではなく，接戦において強大な打撃をあたえるように工夫さ

れてある．」と．

　またアメリカのインデアナ州にあるノートルダム大学（Notre

Dame）の比較言語学教授（Gaelic　scholarゲール語学者）であった，

マクマレー博士（Austin　Macma11ey）が，・バート・エルマー博士

（Dr・Robert　P・Elmer，アーチェリーの歴史研究の世界的権威者であり，

Archeryなる著書がある。また優れた射手でもあり，1911年，1913年と2

回アメリカンラウンドで優勝の栄冠を獲得したことがある・）に書き渡した手

記の中に，次ぎのような一節がある．

　『アイルランド人の古い中世記の名称はスコットScotであった．

スコットランド高地は，アイルランドの植民地であった．「スコット」

という珍しい名称はアイルランドでは死滅したが，スコットランドに

おいては残った．rスコット」の語源はrスキオトSciot」すなわち

「弓人」で，これにつながるのは「スキタイ人Skytte」，古英語の

「スキットSkytte」などである．スコットランド人はすなわち弓人で

ある．ドイツ語の「スクッテンScutten」すなわち弓人を参照せよ』

と．

　アイルランド人は弓とともに投げ槍も使った．使用した弓は短くて，

矢も小型であったといわれている．すなわちアイルランド弓は（その

気質と同様に）短くて速いということは，詩人のスペンサー（Edmund

Spenser）もrアイルランド国所見View　of　the　State　of　I「eland

1594刊」の中で述べている．そして，デューラ（Albrecht　Duerer）

の武器をかつぐアイルランド人の弓兵の絵でも弓は5フィート，矢は

2フィート位の長さに描かれている．

　サクソン人の使った弓も短かったと書いてあるものが多い、このこ

とについては，1912年の「弓人年鑑Archers　Pegister」に，「弓はだ

いたいにおいて非常に立派に保存されており，あるものは新品のよう

に見える．これらは長さ5．7から6フィート（170－180cm）で，直径

は2。8から3cm，両端が先尖りになっており……」と以下弓の材料，

弦，矢などについてたいへん詳細に述ぺてある．しかし5－6フィー
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トといえば短弓とはいえない．

　スウェーデンには，古代の岩石の浮彫に，弓を射る人間を彫ったも

のが残っているが，身長から比較して見ると，その弓の長さは3フィ

ート位であると考えられる．

　イギリスではじめて騎馬兵に弓を持たせ，射程距離を延長させたの

は1360年で，その後フランスとの戦いで，その効果によって大勝を

得たのであったが，馬上の射手の使った弓も短いものであったこ．とは，

多くの絵から推測される．

　弓が軍隊の重要な武器であった時代には，統治者は弓の使用を奨励

し，平和時の訓練がそのまま戦時に効力を発揮するので，市民に対し

て武器携帯を許したことはいうまでもない．英国の歴史をみると，た

びたび法律によって強力に弓術を奨励し，用具の適正な供給を確保す

るための法規が公布されていたことがわかる．そのうち主なものを挙

げてみると，次のようなものがある．

　1275年エドワード1世の時のウィントン法令（ウィンチェスター法

令）・その大要は，一定の身分以下の男子はすべて7歳から射弓する

ことを強制し，また外国と貿易をする商人に対しては良質木材の弓材

を，商品1トンに対して4本，白葡萄酒大樽1個について10本を抱

き合わせでイギリスに輸入する義務を負わせたのである．これは法令

中重要なものの一つで，その後数百年にわたって施行されて来た．

　エドワード3世時代の1341年に「弓及び供給法令」，1346年に

「弓術実施奨励法」，1363年に「弓術実施，その他の遊戯の禁止」が

出された．

　リチャード2世時代の1382年には「執政長官矢を供給すぺき件」，

1389年に「官吏弓矢を用うべきこと」，1392年に「王国官吏弓術を

実践すぺき件」が発令された．

　ヘンリー4世の1413年には「矢尻改良の件」が出された．

　ヘンリー5世時代の1416年にはrケント州及ぴその他の長官羽根

を供給すぺき件」，1418年にr14州の長官羽根4万枚を供給すべき
件」．
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　エドワード4世時代の1465年にはr矢に適するアスプ材を以て木

靴を作るぺからざる件」，1466年にrアイルランド弓術の件」これは

ペイルPale地方（アイノレランドの東部地域で12世紀からイングランドの

統治下となっていた）にいるアイルランド人に対するもので，的場を構

築すること，3月はじめから7月終りまでの間，聖日には16歳から

60歳までの者全部が弓を射るぺきこと，というものであった．1473

年にr弓用材を商品と抱き合せにて輸入すぺき件」，1474年にr弓及

び矢を製作の件」，1478年に「不法遊戯禁止，弓使用の件」，1483年

に「弓の価椿統制」が発せられた。

　リチャード3世の1483年には「弓用材を葡萄酒大樽と抱き合せに

輸入すべき件」，そしてこの年には，イチイ材の弓の価楕を3シリン

グ4ペンス以上にしてはならぬことが定められ，これが17世紀初頭

にいたるまで標準価格として守られたのであった・

　ヘンリー7世時代の1488年には「長弓価格規正」，1504年には

「上質弓材関税免除」，1504年に「石弓使用禁止」の令が出された．

　ヘンリー8世時代の1512年には「60歳未満者弓を射るべき件⊥

これは1512年の弓術実施令の再公布で，7歳から60歳までの者全

部に対して日曜日と聖日に弓を射ることを命じたものである・1546

年には「石弓射撃禁止」，1546年には「弓術奨励法」が出された．

　メヤリー女王（Mary）の1557年に「ウイントン法令廃止並ぴに

再公布」．

　エリザベス女王時代の1566年に「製弓師及び弓価格公定に関する

法令」，1571年に「弓用材輸入に関する件」が発令された。

　ジェームス1世の1603年に「1566年法令継続の件」，1606年に

は「・ンドン付近射的揚修理の件」が出されている。

　チャールズ1世時代には，1628年に「前記法令継続の件」，1629

年にr弓術強制委員任命」，1632年に「フィンスベリー弓揚復活の

件」，1633年「槍弓併用の件」が出ている．

　チャールズ2世の1672年に「弓用材の関税120本につき4ポン

ドに決定の件」が出されている．
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　以上のほか，スコットランドのジェームス1世（彼は弓人としても詩

人としてもすぐれていたという）は，1424年に，イングランドの法規か

らヒントを得て，「12歳以上の者はすべて弓を習え，時価10ポンド

の土地ごとに的揚をつくれ，とくに教会に近いところを選ぺ，そして

休日には人民全部弓を練習せよ，練習しない者には罰として羊を納め

しめよ」と訓令している．

　以上のように，イギリスでは13世紀から17世紀まで約400年

の間，代ルの各王が法規によって武器としての弓を保護し，国民に弓

術を時には強制的に練習させたのであった．

　この間，王みずからも弓をひき，その技術にすぐれていた人も少く

はなかった・王室血統の男子の教育には，あらゆる種類の武器を使え

る技能にっいて重要な部分を占めていたことはいうまでもない。

　イギリスにおけるスポーツとしてのアーチェリー

　イギリスでは長い間武術としての重要さから弓術を奨励し，弓具材

料の輸入を法規によって保護してきたが，これが娯楽，スポーツとし

てのアーチェリーに移行して行くわけであるが，その移行の最初のき

っかけは，1538年にヘンリー8世がアーチェリーを娯楽として，そ

の大会を開いたときからとみることができる．この年に弓人協会が設

立され・王室の認可は，ヘンリー8世自ら公布したもので，これは軍

人兵士の団体ではなくて，スポーツを目的としたものであった．この

認可書の全文は1682年に出版されたWilliam　Wood著の「弓人の

栄光」（The　Bowman’s　Glory）に載せられ，ているということである．

　イギリスのこのような動きを反映して，ヨー・ッパの各国にもアー

チェリーがスポーツとして台頭する気運がみられるようになった．

　イギリスで民間に弓術の団体が最初にできたのは，これよりもさら

に200年も古く1482年の時であった．これは弓は射的であるため

民衆の勝負ごとから始まったもので，野鳥を射つことには厳重な制限

があったため，一番はじめは，スコットランドの小さい町キルウィニ

ング（Kilwiming）で毎年1回おこなわれたパピンゴー射撃大会であ
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った．パピンゴー（Papingo）とは，おおむの形をした的で，これを

柱の上において射ったものである。

　エドワード6世（在位1547－1553）のつけた日記が，大英博物館に

残されているが，その中に彼が若い頃参加した弓術射会についての記

録が多く残っているという．ヘンリー7世，8世はすぐれた弓人であ

ったし，女王も弓の使い方を習ったり，鹿を射ったという記録もいく

つか残っているということである．

　チャールズ2世（在位1630－1685）も弓術に対して，非常に好意を

もっていてスポーツとして奨励し，自らも「聖セバスチアン友愛会」

の会員と一緒に射弓していた，

　チャールズ2世（1630－1685）の妃キャサリンCatherine（1638－1705，

catherineofBraganraqueenconsortofChar豆esII・ポルトガルのJohn

Ivの娘）もまた熱心にアーチェリークラブの形成を推奨し，チャン

ピオンになった者には，“M：arshal　of　the　F「atemityofA「che「y”（ア

ーチェリー同好会の元帥）と表現される銀の楯を授与した，このため英

国内はもちろん他のヨーロッパ諸国にも，このスポーツに心からの賛

成を送るものが多く，以後17，18，19世紀にかけて盛んになっていっ

た．

　したがって地元イギリスでは，1673年にヨークシャーの熱心な人

人によって，小さなグループ「Ancient　Scorton　Arrow」コンテスト

がおこなわれ，勝者には銀製の小さな弓を賞品として与えられた・二

のコンテストは，今続いているアーチェリーの競技の中で最も古いも

のとなっている．

　チャールズ2世（在位1630－1685）までは，イギリスの弓術は王室

の庇護が続いていたが，その後この庇護がなくなったので次第に衰え，

1787年（この年6月18日に愛弓者会が発足……これについては後述）まで

の約100年間はまったくふるわなかった，その理由は，ク・ンウェ

ル（Cromwe11，01iver1599－1658）の清教徒革命の後であり，英国は

共和制が施行され，父の後を継いで第2代護国卿（Lord　Protector

of　the　Commonwea玉th）となったCromwell　Rlchard（1626－1712）は，
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生えぬきのピューリタンであったので，当時，勝負事のみの娯楽にお

ちいっていた弓技には好意を持ち得なかったので，これを奨励すると

いうこともなかった・そうした世相の中に育って，その後の王位につ

いたジェームス2世（在位1685－1688）はもちろん弓術に全く関心を

示さなかったのはむしろ当然のことと言えよう．

　チャールズ2世（1630－1685）後約100年間低調だったアーチェリ

ーは，1793年にいたり，再びアーチェリーをスポーツとして促進す

るためイギリスに‘一Society　Royal　Toxophilite”（王立愛弓者協会）が

つくられた．

　それは，ジョージ4世（1762年生れ・在位1820－1830）は生来陽気な

人でまだ，Pτince　of　Walesであった頃から勝負事をこのみ，アーチ

ェリーにも興味をもち1793年（31歳当時）「愛弓者協会」（この協会

は1787年6月18日に発足していた）の庇護者となり，その3年後には

rケント弓人会」の庇謹者役も引き受けた．そこでこの2つの会はr王

立」なる名称をつけ加え，「王立愛弓者会」，「王立ケント弓人会」と

称するようになった，このため会員が激増し，新しい射的揚をつくっ

たり，クラブ・ハウスを建築したりして，アーチェリーは急速に活気

をとりもどし，プリンス・ジョージは彼自身の定めた規則の優勝者に

は賞品として銀杯を授与するという熱の入れ方であった，

　当時，作詩の心得のあったドッド（Dodd）という会員は，次のよ

うな詩を作っている．

　夏の日，強き手弓もち

　　　樹の間の空き地をローバーし歩く

　　　愉しさよ．

　緑の葉なお垂れさがれるとき

　　　緑の森の木蔭にて的に向うは楽しけれ．

　　（以下ずっと長歌的に続く）

　　　　手弓は，足弓や石弓と区別的に用い，「ローバー」は，移動しなが

　　　　ら任意に的を決めて射つ一種のフィールドアーチェリー的な射法．

　当時はこうした歌謡が多く作られ，曲をつけた冊子が出版されて，
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一般に歌われたらしい．

　プリンス・ジョージの定めた規則の射程距離は，100，80，60ヤード

でこれを「プリンス長さThePrince’sLengths」と呼び，得点の数

え方は「プリンス計算The　Prince’s　Reckonin9」と呼ばれ英国内の

みでなく，各国にまで広まって用いられた・

　ジョージ4世が1820年に王位についた後，1824年にはヨークシ

ャーに「サースクThirsk弓人会」ができ，続いて1825年にはオッ

クスフォード大学に「ニュー・カレッジ弓人会」，1827年にはサセッ

クスに「南サクソンSouth　Saxon弓人会」というように続々と愛好

者の団体が結成されたり，以前にあった協会で活動を再開したものも

でてきた．これらにはr王立ブリテン弓人会」，ランカスターLan－

casterのrジョン・オゴーントJom　O’Gaunt’s弓人会」等があっ

た．「王立愛弓者協会」や「アーデンArden森林弓人会」は創立以

来活動を中止することなく継続されていた．

　このようにして，ジョージ4世のあと，ウィリアム4世（在位1830

－1837），ビクトリヤ女王の世代へと・イギリスのアーチェリーはます

ます盛んになった．すなわち，ウィリアム4世も「王立愛弓者協会」

のパトロン役を引き継ぎ，　ト・フィーを寄贈したりしている・

　1844年には，イギリス内にある弓術協会全部の競射大会を開くこ

とが決められ，8月1日r大国民選手権大会The　Grand　National

Toumament」として，ヨーク州のネーブスマイヤーKnavesmireと

いう競馬揚で開催された。ところがこの時はまだ全協会の統一的競技

規約が決められていなかったために，実施に当っては，多くの問題が

生じ，的の規格，スコアーの採点法等にその後の改善すぺきための多

くの刺激を与えた．当時はジョージ4世の決めたプリンス距離Pri－

nce’s　Lengthsやプリンス計算Prince’s　Reckoningsが用いられてい

た．

　さらにビクトリヤ女王（在位1837－1901）は，15歳のとき（即位は

18歳）母親のケント公爵夫人とrケント愛弓者会」に参加し・即位後

は，この会をr女王公許聖リオナルド弓人会」と改称させ・1840年
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の成婚式の年に，プリンス・コンソート（Prince　Consoτt）は，自分

の名を女王と並べて「パトロン」の中に加えさせた．この御両人は揃

・らて国事の余暇には優雅なアーチェリーという戸外遊戯を楽しんだ．

またビクトリヤ女王は，フリントシャー（Flintshire）の「王立英国

弓人会」のパト・ンともなり毎年50ポンドをこの会に与えた．さら

に女王は1844年には，約180年以前にチャールズ2世が参加して

いた「聖セバスティアン友愛会」の会員になり1893年には賞金を下

賜された．

　女王は，r王立愛弓者協会」のr庇謹者」にはならなかったが，こ

の会には，プリンス・コンソートがパト・ンとなり，その亡き後には，

当時まだプリンス・オブ・ウェールズであったアルバート・エドワー

ド（Albert　Edward）すなわち後のエドワード7世（在位1901－1910）

が「庇護者」となった．

　1849年には婦人のためのナシ日ナル・ラゥンドNational　Round

が創設され．た．これは，男子の100ヤードで6ダース，80ヤードで

4ダース，60ヤードで2ダースに対し，婦人は60ヤードで4ダー

ス，50ヤードから2ダースという射ち方であった．婦人の第一回ト

ーナメントはダービーDerbyの町で開かれた．

　イギリスにおける弓術の最盛期は1830年頃からはじまり1860年頃

をその頂点とみることができよう．1848年から1867年頃までの20

年間常に各大会の優位を占めていたフォードHorace　Alfor（l　Fordの

ような偉大な弓人は二度と世には出ないと思われるような達人であっ

た．1860年にバス町Bathで開かれた大国民大会には，婦人が99

人，男子は109人もの大参集であった，

　大国民弓術協会The　Grand　National　Archery　Associationが協会

として明確に組織設立されたのは1861年であった．

　「アーデン森林弓人会」は，イギリスのアーチェリー界では有名な

協会の一っで，1785年頃愛弓熱が全英に広がった頃に起原をもち，

初代会長にはエイルズフォード伯爵（Earl　of　Aylesford第4世）を

戴き，以後その子孫が熱心に会長役を引き受けている・’この協会の特
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徴は，森林弓人会の名にふさわしく，射撃距離が長く，常に100ヤ

ードを守っていること，的が低い（下端が地面から18インチ）こと，

矢数によらず時間を基準にする古代射弓法を保存していることである・

会員の定員を80名とし，その人選は社会的に最高水準にある人に限

るという誇りと伝統を維持している．

　スコットランドの「王立弓人協会」は最も伝統のある名門弓人会で

ある．この会の起原は古く1676年にはじまり，これにはスコットラ

ンドの貴族たちが社交的な形で大勢加入していて，入会についてはひ

じょうに厳格な資格審査があった．この協会は1703年にアン女王

9ueen　Anne（在位1702－14）から法人の認可を与えられており，射

法は歴史が古いので，前述のアーデン森林弓人会に似ている所が多か

った．この「王立弓人協会」の本部は，エジンバラEdinburghにあ

る弓人会館Archer’s　Hallで，そのホールには弓に関する古い興味深

い記念品が多く陳列されている．

　19世紀の頭初において，イギリスで盛んなスポーツ，なかでも上

流社会で流行したものは，テニス，ゴルフ，自動車などがあった．こ

の中に入ってアーチェリーもレジャー・クラスの娯楽として相当な勢

力をもっていた．したがって，その当時登録されていた活動中の弓人

協会は68もあり，その間での対抗試合も頻繁に催され，大がかりな

公開競射大会や大国民競射選手権大会The　Grand　Nationa且Archery

ChamPionshiPが毎年1回ずつ開かれた．

　また，第1次世界大戦前に，英仏間の最初の国際試合がフランスの

ル・トゥーケー（Le　Touqut－Paris－Plage）で催された。

　1908年の第4回オリンピック，ロンドン大会には英仏米の3ヶ国

のみの出揚でフランスから15人の選手が参加し，イギリスからも15

人，アメリカ選手はただ1人であった．この・ンドン大会は7月13

日から25日まで行なわれたが，終了後2日たって，大国民競射大会

が催され，これには国際的に仏米選手も参加し，男子53人，婦人

95名が出揚した．また7月29日には，「古式スコートン矢協会」の

第235回競射大会が行なわれ，これにはただ一人で参加した米国の
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リチャードスンA・B・Richardsonが優勝した．

　第1次世界大戦中（1914，7－1918，11）は，弓界も休業状態であった．

大戦後は，女子もr王立弓人協会」に正会員として入会できるように

なった・世の進歩と共に人間平等，男女の差別撤廃，スポーツの民主

化という近代的傾向はこの第1次大戦以後もこのような形で保主的伝

統を重んじたイギリスにも現れていた．大衆化のために寛大な，そし

てまた賢明な処置であったといえよう．

　1932年には，アーチェリーの世界的な普及の関係から，イギリス

においても，国際的代表機関の必要に迫られ，大英帝国の弓人総体を

代表する団体として，国際弓術総評議会（GCIA）なる機関を結成し，

初代会長にリーベルストーク卿を推し，当時英国内で有力であった8

団体（王立弓人協会，アーデン森林弓人会，王立愛弓者協会，大国民弓術協

会・大西部弓術協会・南部諸州弓術協会，中北部弓術協会，弓術新報編集者）
　　　　　　　　　　　艦
から各1名の委員，副会長6名（男女各3），庇護者1名等を出して創

立された．

　そして，この頃から英米弓人会の交流は特に目覚しくなった，

Vl．アメリカのアーチェリー

　アメリカ合衆国のアーチェリーを述べるにあたっては，まず，その

原住民であるアメリカインディアンの弓について触れておく必要があ

ろう．

　もちろん他の土人と同じように，アメリカインディアン達も食料を

得るため，あるいは敵と戦うときの主要武器として弓を使っていたこ

とは確かである・それは，高原や海岸に住んで，肉や魚を主食にして

いたインディアンにしても，西南部にいたプエブロ・インディアン

（Pueblo　Indians・Colorado州中部の種族）の中の1部のように，ほと

んど農産物だけで生きていた種族にしても，みな程度の差こそあれ，

弓に頼っていたのであった．

　そしてこの頃の，アメリカインディアンの弓の技術は非常に優れて

いたように言い伝えられたりしているが，それは物語として誇大化さ
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れている傾向が強い（多くのなかにはたいへん上手な土人もいたことは，日

本の那須与一の如くであろう）・弓や矢にしても当時の材料，技術からみ

てもそれほど精巧なものとは考えられない．命中率がよかったという

ことは一つには野生の動物や魚が多かったことと，彼等は間違いなく

命中する至近距離まで接近する技術と勇気とをもっていたからであっ

た（たとえぱ動物の毛皮を頭からかぶって動物の通り道を知っていて，気長が

に待ち伏せしているとか，水を飲みに来る揚所を知っていたとか）．このこと

については，Collier’s　Encyclopedia（1960版，Vd　H75頁）のrAr－

chery」の項に，

　In　the　Westem　Hemisphere，the　American　Indians　were　able

hunters　with　bows　an〔1arrows，However，their　effectiveness　was

not　due　to　their　skill　as　archers，or　to　the　excellenc60f　their　wea－

pons，which　were　often　crude，but　to　their　unusual　ability　to　stalk

within　close　range　of　an　enemy　or　game。They　contributed　greatly

to　the　development　of　field　archery，

　「西半球では，アメリカインディアンは弓と矢をあっかう・有能な猟

師であった．しかし，彼等の有能さは，射手としての腕や武器（それ

らはしぱしぱ粗雑であった）の優越さに負っているのではなくて，敵や

獲物の近い射程距離内にしのびよる非凡な能力によるものであった．

彼等はフィールド・アーチェリーの発展に大きく貢献した。」

と述ぺられている．

　しかし，これらのインディアンが使っていた弓が，現在のアーチェ

リーに発展したのではなくて，現在のアーチェリーは，イギリスでの

弓術すなわち，競技を型どった弓術が，アメリカで行なわれるように

なったもので，19世紀のはじめ，フィラデルフィアやニューヨーク

の公園とか富裕家庭の庭園で行なわれるようになり11），1828年6月

3日に「フィラデルフィア連合弓人会」（The　Philade1Phia　United

Bowman）という組織がアメリカで最初につくられた。この会員は発

足の当時は，医学博士のRobert　E　Gri缶thとその友人で薬剤師の，

融muel　P．Gri伍th，Titian　RamesyPealeとその弟のFranklinPeale
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の4人であった・その後2年たってこの弓人会はr弓人要覧」（副題，

フィラデノレフィア連合弓人会で実施している長弓の射弓法）という本を出版

し，その中にr弦は絹でつくり，矢を白柊材でつくり，羽根は鷲，白

鳥，青鷺などの羽を使った」というようなことが書いてある12〉．

　この会には，会員数を25名にとどめるという制限があり（実際に

は25名に達したことはなかった），創立から1888年までの間の会員総

数は57名であった．

　南北戦争（1861－1865）の頃，しばらく影をひそめていた弓は，1870

年代に社交スポーツとして復活された．このことについては，モーリ

ス。トンプソン（Maunce　Thompson）とウィル・トンプソン（Will

Thompson）の2人の弓に対する熱情を忘れることはできない．特に

モーリス・トンプソンは後にシアトルの有名な弁護士になった人だが，

1877年と78年の間にrHarpeτ’s　Magazine」という雑誌に自分の経

験を執筆し後にそれをまとめて「弓術の魅力」（The　Witchery　Qf

Archery）と題する単行本にした，次ぎにこ・の本の中の一節を引用し

ておこう，

　「私がこうして横になっていた時のことである．トミーTommy

（インディアンの男）が，希望しても見られない弓術の演技を，一誰も

見たことがないと思われる演技をおこなった．われわれの頭上，やわ

らかい日光が静かに漂う空中高く，まるで純白のような鴉（みさご，海

岸の岩にすむ鳶に似た鳥で魚をとるのが上手で，魚鷹とも呼ぱれる）が風に

乗って飛んできた．トミーは擢をあげてカヌーに横たえ，弓と矢を取

り上げて素早く弦を張った．そして一瞬気を落付け，それから鋭い眼

を鳥に集中し，ひじょうなカをこめて弓を引いた。彼の腕の大きな筋

肉がよじれて瘤ができ，頑丈な弓の木が折れそうであった．

　そこ・で彼が矢を放つと，矢は空中で相当な喰りを生じた．その矢の

飛ぶのは眼に入らなかったが，突如としてその大きな鳥の上方に白い

羽根の輪が見え，「ぎゃっ」という鳴き声が聞こえたと、思うと，鳥は

矢で串ざしになったまま水面に落ちてきた．

　トミーの弓は，小さい若木の幹を二っに割ったもので，ほとんど仕
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上げをしていない．ところが矢は驚くべき精密な仕上げで，本当の科

学的な原理に基づいて羽根付けをしてある．私はその矢を曲げようと

したが，全然曲がらない．またトミーが弦を張って仕掛けたあと，そ

の矢を矢尻まで引こうとすると私の指の付け根がはずれそうになる．

ところがトミーは節くれだった手でそれを苦もなく使うのである．私

は彼の作った矢を私の弓で一ぱい引いて射てみたが，これは一番上等

のハイフィールド（High行eld）製の射用の矢と同じに射てた．私のヒ

ソコリー材の狩猟用の矢は私が直接監督して腕ききの大工に作らせ，

その上，技術で定評のある鍛冶屋に矢先を磨かせたもので，ひじょう

に費用がかかっている．ところがこれが，彼の作ったものよりも適し

ないのである．野外で長距離を射て矢の飛び方を観察すると，誰でも

すぐそれが判るのである．こ．の点では，土人の知恵と技術が，文明

開化の学問や技術に対して勝利を得ているのである．しかしスー族

（Sioux），ナボホー族（Navajos），コマンチ族（Comanches）などの

持つ矢筒の中にある矢は，話にならないほど粗雑で役に立たないもの

である．」と述べてある．

　1878年から79年には弓術クラブが，アメリカに百ぐらいできた

らしい．そこでこれらの各クラブの活動を連係する協会が必要になり，

シカゴ市のカーバー（Hemy　C・Carver）の尽力により，モーリス・

トンプソンを会長として「合衆国国民弓術協会」（The　National　Ar－

cheryAssociationoftheUnitedStates）が設立され，，1879年8月

に，その第1回競射大会が，シカゴのホワイト・ストッキング公園

（White　Stocking　Park）で盛大に開かれ，競技者は89名（男子69，

女子20）もあり，この参加人員は1926年に至るまで例を見なかった

ほどであった．協会の本部はボストンに置かれた．

　1879年協会創設から5年間は弓技の最盛期であり，特に女性によ

って愛好されたが，その後長い間（約50年間）弓術は停頓した．

　この弓術衰退の理由としては，

　1．　弓技に内在するむずかしさ（技能は奥行きが深く，根気のない者に

　　失望を与える）．
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　2，　用具の入手，修理保管の経済的困難．

　3，　1890年代におけるテニスの興隆．

　4．　自転車の人気上昇

　5．　他の屋外競技（フットボーノレ，野球，ボート，ゴルフ）の急速な勃

　　興．

　というようなものがあった．結局は各種スポーツの台頭によって各

人それぞれ好みの種目に向かい，スポーツ全般の振興という風潮が現

れてきたのであった．

　N・A・A・（全米洋弓協会）で，ウォンド競射（Wand　Shoot13））が

行なわれ初めたのは1913年からであり，クラウト競射14）（C10ut

Shoot）は，ジャージー市において，野鴨の影絵を競射したのに起源

して1922年から始まったものである．

　1929年に全米洋弓協会（N・A・A・）が調ぺた弓術クラブ数は，大

学，学校，夏季キャンプ，ボーイ・スカウトなどのクラブ数を除いて

147クラブであり，米国の弓人総数は，約15万人であった．

V皿．日本におけるアーチェリー

　（1）　在米邦人の貢献

　アーチェリーが日本に入ってくるまでには，その前における数年間

の在米日本入のかくれた貢献があったことを見逃がすことができない．

　それは，新潟県長岡市出身の桑山仙蔵という人がいて幼少の頃から

和弓をやっていたがアメリカに渡ってからも，その趣味を続けていた．

そして昭和6年10月29日に，ニューヨーク・・ングアイランド・

ウッドサイドにあった自邸の裏に日本弓の道場を設けた．そこで日本

弓に興昧をもっていた在米日本人の何人かがこの道場に通うようにな

った・その中には，横浜正金銀行ニューヨーク支店勤務の後藤実敏

（日置流の大家で，その道揚での指導的立揚にあった・昭和46年3月まで亜

細亜大学教授，外国為替，国際金融，英語担当，明治24年10月生れ），建

築造園家の片川秀治，中川義夫，片桐商会の松尾弘，和田義懐，石見
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重三郎，紫垣元喜，多田恒助夫妻，杉村百合子，読売新聞社員の菅重

義等の面疫がいた．それらの人々が弓道会を創立し，会則もつくり，

初代会長に後藤実敏氏を推した．

　昭和7年11月29日には弓道会創立1周年を記念して，日米両弓

会の会員と家族の懇親会を，日本倶楽部で開催した．このようにして

日米弓人の交流が行なわれるようになワた．後藤氏が任を終えて帰国

した（在米昭和3年11月一10年5月まで）後は，同じ正金銀行勤務で

和弓の練達者であった細見信平，伊藤裕義の両人が指導の任を引き継

いだ．

　こうした間に，アメリカ人の中にも日本弓に興味をもつものがあら

われ，米人弓道家との交歓が一層深まる気運ができ，遂にニューヨー

ク，・ングアイランド，ジャクソン・ハイツの米人アーチェリー協会

で競射会を開催することになった．この時の参加者は全員で約50人

であった．

　和弓，洋弓にはそれぞれの長所があり，日本弓をやっていた者の中

にも洋弓に興味，魅力を感ずる者が現われてきたことは否めなかった．

それは，日本弓はどちらかといえば，精神修養の手段として，礼儀，

形式を重んずるのに対し，洋弓には科学的な構造や技術があり，スポ

ーツとしても楽しめるし，和弓と違った特質があったからであろう．

洋弓を日本へ紹介した第1人者の菅重義15｝は「日本弓に禅の要素があ

るとするならば，洋弓には詩想豊かなものがあるといえる」とも述べ

ている．

　この菅重義は和弓をアメリカ人に披露しているうちに，自分も洋弓

をはじめるようになり，ついにジャクソン・ハイツのアーチェリー協

会の会員にも・なってしまった．

　和弓の射程が28mであるのに対して，洋弓は遠的であり（30mか

ら最高90m）前述の桑山邸の和弓道揚は狭くなり，ウッド・サイドの

廃櫨になった飛行揚の跡を借りて練習するという状態で，米人との試

合には，いつもジャクソン・ハイヅの射揚を使用したものであった．

　その当時，ニューヨーク州はもとより，ニュージャージー，マサヂ
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ユーセッッ，コネチカット，さらに遠くはペンシルバニア，ミネソタ

の各州の洋弓協会，クラブからも競射の申込や招待を受けるようにな

り，出揚する度に弓友が増し，日米間の交歓はだんだん盛んになった，

　桑山，岡島等は米人との試合に，日本弓を使って，洋弓と同じ48

吋（122cm）の遠的をアメリカン・ラウンド16）で競射したりした．ま

たあるときは，鎧，魅かぶとの武者姿や，羽織袴の日本式いでたちに威

儀を正して，矢渡し1ηの式を行なって，日本弓道を米人にまたは日本

人二世たちに紹介した，この頃早川雪州なども日本弓を携えて参加し

たり，紫垣元喜はその後もニューヨークに日本弓の道揚を構え，長く

米人に日本弓道を指導した．

　昭和11年5月15日に，マウント・ホリヨーク女子大学で行なわ

れた春季大運動会には，多田いさを夫人と共に岡島辰五郎の二令嬢が

和弓のデモンストレーションを行ない，その時の情景を，マサチュー

セッッ州スプリング・フィールドのユニオン新聞は次の如く報道し
た18）．

　r二人の日本女性（岡島氏愛女二世姉妹）が，あららぎ（いちい）の

弓と，竹の矢を提げて，ホリヨーク女子大南構内の弓揚に現われた．

その悠々とした態度，一挙手一投足の均斉と，つつしみは，ひと構え

ごとに数秒の間を感ぜしめる．そしておもむろに，左手の弓を持ち上

げ，矢をつがえ，そして放った・この姉妹二人は，不断に沈黙を守り，

姿勢をととのえ，いつも同時の気合で一斉に矢を放った，二人の装束

はさっぱりとした黒の上衣に，黒ずんだエビ茶の袴，白曝に白鉢巻姿

で，会揚の人々に多大の興趣を感ぜしめた．この二嬢はいずれもニュ

ーヨーク生まれで，本日催された日本の大弓術はニューヨーク日本人

弓道クラブの道揚で習得したのである」と．洋弓が比較的自由で，格

式ばらない射法で，服装も各人思いのままといった気安さに比べ，和

弓には服装の統一制，立ち居振舞の間のとり方，矢の持ち方，射の様

式等，茶道，華道とも相似た東洋哲学的要素まで組立てられている点

が多く，こ・の日のデモンストレーションは，米人の眼に，さぞかし奇

妙な儀式とでも映じたことであろう．
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　昭和11年10月17日には，第1回日米親善競射大会が開かれる

はこびになり，ウッドサイド野外弓揚においてなごやかに行なわれた．

その年は，第11回オリンビック・ベルリン大会が開かれた年で，嘉

納治五郎は，第12回オリンピック大会を東京に招致するために，ベ

ルリンでの1・0・C，総会（7月31日）に出席，ベルリン大会視察

（8月1日一16日），ルーマニアでの国際教育会議（9月15日），ポーラ

ンドでの国際商事会議（9月17日）に参加等の任を果たしての帰路19）

10月6日から29日まではアメリカに滞在中であったので幸にも，

この競射大会の主賓として招待されることとなり，他にN・A・A・

（National　Archery　Association全米洋弓協会）会長のク・プステッグ

（P・E・Kropusteg）博士，井上豊治総領事代理夫妻，日本弓道会名誉

会長高見豊彦らを招き，嘉納主賓はrスポーツを通じて，日米人が親

しく接触することは実に喜ばしい，日米人相互の最もよき了解と親交

を図るものである・一…」と挨拶の後，・ングアイランド洋弓会長のヒ

ックマン（Clarence　Hickman）博士の挨拶があって，はなばなしく

競射が開催され，日本側は和弓と洋弓をアメリカン・ラウンドで行な

った．この日米競射大会がきっかけとなって，次の年の昭和12年か

ら日米親善通信競射大会なるものが開かれることとなった・すなわち，

この日の，競射大会終了後，来賓を招いて参加者全員の晩餐会を日本

倶楽部で催し，その際，それ以後の計画について隔意のない懇談を交

し，ク・プステッグ（Paul　Emest　I〈loPsteg）全米洋弓協会長は「近

々日米通信競射を実施し，これを年中行事とし，尚1940年のオリン

ピック東京大会の開催に当り，米国弓団を日本に派遣して両国斯道向

上発展に資し，進んで国交親善の一助としたい」と述ぺた・一同はこ

の言葉に賛意を表し，日本国内の斡旋は，帰国を目前にしていた伊藤

祐義に正式に依嘱することになった、

　主賓嘉納治五郎とク・プステッグ会長を中心としてその後の折衝が

続けられ，帰国した伊藤祐義から，日本求心会会長の千葉胤次との話

し合いも順調に進んだ旨の報告もあり，いよいよ第1回日米通信競射

大会を，昭和12年10月中に開催することを決定した，
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　前述の如く，昭和10年5月に，ニューヨークの日本弓道会会長後

藤実敏が帰国した後，細見信平，伊藤祐義が指導に当っていたが，こ

の両人も帰国したため，ニューヨークにおける長老の水谷渉三（紐育

新報社長）を会長に推し，日本弓に残ったのは，岡島辰五郎，桑山仙

蔵，片川秀治らの年長者達で，菅重義をはじめとする若年組は洋弓に

専心するようになった・菅は，その著「洋弓」のあとがきの所で20），

「私が洋弓に志したのは，昭和12年の在米当時からである」と述ぺ

ている．この頃から米人と弓を通じての親交がさらに深まったわけで

ある．

　昭和12年3月6日，ニューヨーク日本弓道会は，臨時総会を開き，

会則修正を協議した・水谷渉三会長を議長として，水谷，岡島辰五郎，

菅重義の三人によって起草された修正案を議決した．またこの席で紫

垣元喜が全米洋弓協会（N・A・A・）に加盟することを満揚一致で可決

したので・ニューヨーク日本弓道会は，国際的に進出するきっかけを

つくったことになる、そして洋弓同好会を結成したのである．

　昭和12年5月23日には，ジョンス・ビーチで行なわれた・ング

アイランド米人競射大会に，この洋弓同好会員が参加し，6月6日に，

メト・ポリタン米人競射大会が，・ングアイランドの・ックビル・セ

ンターで開催された時も，同地の洋弓クラブから招待されて参加した．

　洋弓の練習をするためには，従来のジャクソン・ハイツ弓揚では狭

くなったので，日本弓道会，洋弓同好会は，広い弓揚の必要に迫られ，

ウッドサイドの廃槻になった飛行揚跡を好適の揚所と考え，その斡旋

を，ジャクソン・ハイツ洋弓協会長のヒックマン博士，同会員のスミ

ス・マイヤーに依頼し，当局の快諾を得て昭和12年6月から，そこ

を野外弓揚として使用できるようになったことは前にも述べた通りで

ある・そして6月の競射会はこのホルムス飛行揚新設野外弓揚におい

て27日の日曜に開催した．

　7月3臥ニューヨークのラ・卜一アレッド・ゴルフクラブで開か

れた瑞典米国国際競射会には日本人洋弓同好会員も招待を受けて参加

した・その後毎月開催された各地における競射会に紐育洋弓同好会の
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日本人はいつも招待を受けていた．その頃ニューヨークのクインズに

あるアリポン・パークでの競射会には，よく手入れされた芝生の射揚

で一度に300名もの選手がラインアップできるほどの広さでクラウ

ト競技14）（Clout　shootin9）も充分にでき，ここでは毎年，ニューヨ

ーク州の各弓会の競射会が行なわれていた．

　日米親善通信競射大会を開催することは，昭和11年10月17日

にウッドサイド野外弓揚で第1回日米親善競射大会を開いた夜の晩餐

会の時，クロプステッグN・A・A・会長の発言に端を発し，その後各

関係の賛成を得て，昭和12年10月中に実施することを決定していた。

　（2）　日米親善通信競射大会

　第1回日米親善通信競射大会は，ちょうど1年前に実施することが

決定されていたので，まず米国側は，昭和12年10月17日午後2

時から，ウッドサイド・エアーポート野外弓揚で30人の選手が次の

ような規定によって開始した。

　米国側規定　48インチ標的，射程距離40ヤード，5ラウンド，

30射，点数1点より9点．
　　　　　　　　　　　1　日本側規定　標的直径14一インチ，射距離31ヤード，各矢的中
　　　　　　　　　　　4
1点，3人1的5立であった．

　米国側の競射日には，立合いとして，日本弓道会員，洋弓同好会員，

若杉総領事の出席を煩わし，米国側からはN・A・A・会長ク・プステ

ッグ，ヒックマン博士，エルマア博士，G・A・Smith，E　Myers，L・G・

Chapin等200余名が観戦した．競射は午後4時半に終了し，その結

果は同盟通信ニューヨーク支局長の萩原忠三によって直ちに日本に報

ぜられた．

　日本側の競射はそれより1週間遅れた10月24日午前8時から，

目黒のアメリカン・スクール校庭にて行なわれた・予選によって選ば

れた30人（補欠5名）の選手には1週間前に行なわれた米側の記録

はすでに知らされていた．日本流による開会式の後10時30分競射

が開始された．この通信競鉗大会の試合規定は前述の如く同一条件で
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ないため一概に勝敗を定めることは困難であったが，結果は次表の如

くであった。

第一回日米親善通信競射大会成績

順位 氏　　　　　名 得　　点 総合得点 平　　均 的中率

ア
1 ヒル（HaroldHi11） 224

メ
2 ウ　ィ　ー　ズ 212

3 ポ　　　ッ　　　ト 201 4914 1638 27．8
リ
4 チーチェスター 200

カ 5 スクェアース 198

日
1 重野幸吉（2段） 232

2 越村外治（3段） 230

3 丸山広次 220 5851 195．3 29．8

4 村山茂雄 216
本 5 浦上　栄 214

　6位以下略

　この日米親善通信競射大会は，その後昭和15年の第4回大会まで

続き，毎回試合規則に多少の改正があって行なわれ，試合条件の相違

から成績の優劣は別として，両国弓人の友好親善に貢献したことに大

なる意味があった、それ以後は，戦争のため中止となってしまったこ

とはいうまでもない．

　日米女子親善通信競射大会

　男子の通信競射大会が，昭和12年から行なわれたのに対して，女

子も同様な大会によって日米間の親睦を深めようという企画が生じ，

第1回日米女子親善通信競射大会という名称のもとに，日米両国のハ

イスクールの女生徒間で競射大会を開くことになった，米国側は洋弓

で・メリーランド州のへ一ガスタウン・ハイスクール（Hagerstown

High　School）の生徒30人，日本側は日本弓で愛知県立第一高女の

鈴木歌子主将（初段）以下20名がそれぞれ昭和13年10月2日に

実施した。米国側は48インチ標的で射程距離50ヤード，30射，

日本側は15間，尺2寸の標的，20射で，各条件は異なっていたが，

この大会では日本側が勝ち，翌14年1月14日に19年ぶりに帰国

した菅重義がへ一ガスタウン・ハイスクールから託されて持ち帰った
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賞品を伝達した（これについての詳細新聞記事は31頁を参照されたい）・

　第2回日米女子親善競射大会は，昭和14年10月30日，米側が

ニュージャージ州のブルームフィールド・ハイスクールの選手10名

と，日本側は11月19日に，東京上野高女弓道選手10名との間に

おいて行なわれた．結果は，総得点1106点対654点で米側の勝利

となった．日本側の得点が少なかったのは，たいへん不利な条件があ

ったためで，当日の上野高女選手の善戦は賞賛に値するものがあった

という．その不利な条件とは，はじめ双方の取り決めでは，射程距離

が40ヤードであったが，アメリカ側が急に50ヤードの距離に変更

を求めてきたこと，洋弓では距離変更がよく行なわれて成績に悪影響

を与えることは少いが，和弓での距離変更は重要事項で，それに応じ

ての練習が思うようにできなかった・さらに日本側の競射当日は朝来

の冷雨，午後も曇りの不良天候で選手が寒気に萎縮してしまったとい

う条件であった．この日は，グルー米大使夫人と，グリーン秘書官の

出席があり，日本側からは，長い間アメリカにいて，彼の地で弓道会

初代会長をつとめて帰朝した後藤実敏が来賓代表として挨拶し・競射

終了後は，菅重義の洋弓実技の披露があった，この日の模様を，東京

日日新聞（現毎日新聞）は，次の如く報道している・

　「紅毛女与一に凱歌　日米対抗の腕比べ」という見出しで「弓道を

通じて日米女学生の親善をはかろうというので，昨年から開催された

日米対抗女子中学弓道試合の第2回競射会は19日午前9時から，芝

公園弓道揚で行なわれた．この競射は両国間にあらかじめ代表出揚校

を定め，在留大使その他の立会いの下に，選手10名がそれぞれ30

射を行ない，その得点の緒果を互いに通報して，勝敗を決定すること

になっている．本年度の代表校は米国側はニュージャージ州ブルーフ

ィールド・ハイスクール，日本側は上野高女で射式は米国式（的の直

径4尺，射程距離50ヤード）で行われた．この日道揚には，グルー米

国大使夫人，グリーン書記官が出席・白鉢巻姿も勇ましく奮闘する選

手たちの競射を熱心に見学した，試合の結果は，米国側総得点1106

点，個人最高得点30射一29中，167点，日本側，総得点654点，
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個人27中，131点で，今回は団体，個人とも米国側が優勝した、」

　（3）菅重義，小沼英治等の尽力r日本洋弓会」の誕生

　日本にアーチェリーを導入した元祖は，菅重義で，氏は明治22年

香川県に生れ，大正9年，31歳の時読売新聞特派記者としてアメリ

カに渡り，はじめは在米邦人とともに日本弓をやっており，昭和6年

ニューヨークに創立した弓道会（初代会長後藤実敏）の会員であった．

弓を通じて米人との親交が深くなり，昭和12年から洋弓に興味をも

ち，ジャクソン・ハイツのアーチェリー協会の会員となった，そして

昭和12年から行なわれたr日米親善通信競射大会」の創設や運営に

大いに尽力し，昭和14年1月14日に19年振りで，洋弓具を携え

て横浜港に帰ってきた・その翌翌日の1月16日に友人（朝日新聞社

員）に連れられて，早稲田大学武道館で開催されていた「東西学生対

抗弓道大会鋤」（日本学生弓道連盟と東京朝日新聞社共催）に出席した．

会揚には学生の大会とはいえ，小山松吉（元法務大臣），小山高茂（松

吉子息，現実業団弓道連盟副会長），千葉胤次（前全日本弓道連盟会長），宇

野要三郎（現全日弓連会長），浦上栄（範士，十段）以下日本弓道会の長

老が多数来賓として列席観戦していた．試合終了後，菅は関係者多数

の懇望により，洋弓の演技を披露した．・これが日本におけるアーチェ

リーの第一矢であった・当時菅は満50歳で，45ポンドの洋・弓を軽

く引いて見事に的射し，並み居る諸氏を感嘆させ，翌日の朝日新聞は，

すこぶる興味を惹いたと報道した．

　菅氏は1月14日横浜に入港した時，アメリカ選手のサイン入り矢

と，メダルをアメリカ側から依頼されて携えていた．サイン入りの矢

は，第1回日米親善通信競射大会（昭和12年10月実施）で勝った日

本側の弓心会（当時の会長は干葉胤次）への贈物であり，メダルは，第

1回日米親善女子競射大会（昭和13年10月実施）の勝者であった愛

知県立第一高等女学校の選手達に，アメリカのへ一ガスタウン・ハイ

スクールから贈られたものであった・そ』してこのメダルの伝達式は，

昭和14年2月2日菅氏が直接愛知県立第一高女へ出かけて行なった
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もので，翌3日の名古屋新聞には次の如き記事が掲載された，

　r第1回日米女子弓道親善大会は，昨秋10月2日愛知県立第一高

女と，アメリカ・メリーランド州へ一ガスタウン高女との間に行われ，

圧倒的成績をもって愛知県第一高女の優勝に帰したが，2日ヘーガス

タウン高女から賞品（メダル）と，ニューヨークの岡島辰五郎氏の撮

影になる，アメリカ側競技大会の16ミリ映画が，20年ぶ，りに帰国

した在ニューヨーク日本弓道会の菅重義氏（50）によって愛知県第一

高女にもたらされて喜ぴの二重奏を奏でた・菅氏は去る14日横浜入

港の秩父丸で19年ぶりに帰朝，ニューヨークの日本弓道会会員とし

て，さきに帰国した岡島辰五郎氏らと共に活躍した人で，今度の帰朝

を機にへ一ガスタウン高女から愛知県第一高女へ賞品授与を託された

ものである．

　この日午後2時から，全校生徒1200人は講堂に集まり，長谷川校

長から選手代表鈴木歌子さんらに賞品を授与，菅氏から日米女子弓道

の勝利に対する邦人の感謝と熱狂を伝えて，アメリカ弓道界の状況を

述ぺ，終って校庭で菅氏からアメリカ式的によりエキジビションが行

われた．菅氏はグリーンのスェーターに腰に矢筒（クイバー）をさげ，

あちらの弓をもって現われ，まず足を9インチに開いて，五色の的に

向い空へぐっと矢を向けて的に放てば，鮮かに的を射て生徒の拍手を

浴びた．弓は日本のものよりもやや短く，アーム・ガード（腕当）を

左手にはめ，右手にはスカルチン・グラブを使用し，矢は左側にあて

て引くのであるが，やさしそうに見えて案外むずかしく，渡辺同校部

長が2，3本引いて見たが，矢は的を遊離して爆笑だ。」と，日本の女

学生が，アーチェリーの実演を見たのはこれが初めてであった。

　日本におけるアーチェリーの始まりは，前述の如く，昭和14年1

月16日に菅重義が早稲田大学武道館にて，その第一矢を放って，並

み居る日本弓道界の元老や学生弓人に模範演技を披露したときからで

あり，同氏が帰国談やアーチェリーの紹介を朝日新聞に載せたり，弓

道大会終了後にエキジビション・ゲームとして紹介したり，昭和12

年から（女子は13年から）日米親善通信競射大会（日本側は日本弓で行
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なったのであるが）を開催し，さらに一方では，小沼英治22）（氏は日置

流雪荷派第15代目，日本弓道七段で，京都の三十三間堂には優勝額が掲げら

れている）は，アーチェリーにも興味をひかれ，昭和12年頃から研

究をはじめ，貿易斡旋所に依頼して，アメリカのペン・ピアソン会社

から洋弓に関する用具類と参考書を取りよせ，氏独自の立揚で弓具と

射術の研究に熱意を示していた．そして日本の竹が弓の材料として非

常にすぐれていたので，これを使ってその当時としては，もっとも矢

飛びのよい洋弓を製作して，アメリカに輸出する計画をたて，興業銀

行の理事をしていた泉至剛の協力によって着々と計画を進めていたが，

不幸にも日米の状勢が悪化し，第二次大戦となり，その計画は中止せ

ざるを得なかった．

　一方，菅重義は，昭和16年に入り，同好の士を集めて，・ビンフ

ッド・クラブという洋弓の会合を東京に創設して，アーチェリーの普

及と発展に尽力しはじめたが，これも間もなく勃発した戦争のために

中止のやむなきに至った．

　終戦後，日本弓道は武道であるとの理由で追放され，学校教育から

除かれ，その統括団体であった大日本武徳会は解散させられた．そこ

で菅は「日本弓道におけるスポーツ精神」ということを強調し，パー

ジを解除してもらうべく，連合国総司令部（G。H，9．）の情報部に説

明のため熱心に足を運んだ．

　その甲斐あってか，2年後には日本弓道のパージは解かれ，各大学

では日本弓と洋弓が各独立してクラブ活動を開始するようになった．

　昭和20年8月，終戦直後疎開先から東京にもどった小沼英治は，

自宅に洋弓研究所の看板を掲げて研究を続け，21年9月には，現在

の西巣鴨に株式会社アサヒ弓具を創立して弓具の製造にとりかかった．

そしてその年10月には，アメリカ人のオーガスト，テーラー，ヘレ

ン婦人，ラスキー婦人などの同好者が集まり，「日本アーチェリー・

アソシエーション」をつくり，主にアメリカ人の同好者で練習をはじ

めた．

　昭和22年になり，当時雑誌「弓道」を発行していた小穴増人は菅
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氏の宅を訪ね，洋弓会の設立をすすめた．菅氏もかねがねその希望を

もっていたので，50年来の親友であった下条康麿（元賞勲局総裁・文

相）に洋弓会設立の協力を得，さらに，山崎匡輔（元文部次官），中村

嘉寿，東隆両代議士，高良とみ，厨川文夫（慶大教授），萩原忠三（共

同通信編集総務），白橋竜夫（開明社社長），岡島辰五郎，後藤実敏，目

賀田重芳等20名の賛同協力を得て，昭和22年3月r日本洋弓会」

（Japan－Archery　Association）を創立し，洋弓の普及に尽力すること

となった．

　ちょうどその頃，菅は安藤信昭（旧福島藩主，元宮内官）と知り合い，

杉並区高円寺の同氏邸を解放してもらい，日本洋弓会本部をここにお

いた．練習場に当てられた処は幅約20m，縦90m位あったので，

アメリカン・ラウンドの競射もできて，大へん都合のよい練習揚であ

った．その頃はまだ終戦処理も終っていなかったので，進駐軍の中に

も多くのアーチャーがいたため，多数の将校がこ二に出入りして練習

するようになり，桃の節句，端午の節句または，クリスマスなどには，

安藤家の歓待もあって，将校たちは自分の家族も同伴して，日本アー

チャーと和やかな集りを催し，日米親善のためにも大いに役立った．

　昭和22年11月8日の日刊スポーツ新聞に，4回にわたって菅重

義は「アメリカの弓を語る」という記事を掲載した．前述のように弓

具と射術の研究に熱意を示し・洋弓研究所という看板を掲げて，株式

会社アサヒ弓具工業を設立していた小沼英治は，この記事を見て早速

菅を訪れ，いろいろと教えを受け，もともと日本弓の達人であった小

沼は洋弓についても急速の進歩をとげ，二人は大いに語り合った結果，

菅が22年3月から創めた「日本洋弓会」と小沼が21年10月おも

にアメリカの同好者を集めてはじめていた「日本アーチェリー・アソ

シエーシ・ン」とが合流して「日本洋弓会」という名称のもとに菅を

会長に推して統一的な機関が昭和22年の末に誕生した．

　明けて翌23年春には，この「日本洋弓会」最初の催しとして，東

京都豊島区の総合運動揚で，駐留軍のアーチャーを招いて，終戦後初

めての日米対抗試合を開催した．
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　その後は，この対抗試合がきっかけとなって，都内や米軍基地内で

練習会や対抗試合がしばしば行なわれるようになった．戦前は日本兵

士が銃をかついで走りまわったり，新年には観兵式が行なわれていた

代々木練習揚は・ワシントン・ハイツと名も改められて駐留軍の住宅

となってしまったが，その明治神宮境内横のワシントン・ハイツや，

成増のグランド・ハイツ，朝霞のキャンプ・ドレーク，立川，横田の

基地・遠くは横須賀海兵団跡地の米海軍基地などが試合会揚として利

用された．ことに朝霞では，フィールド・アーチェリーが盛んに行な

われた・これらの試合に骨身を惜しまず協力した人達は小沼副会長の

ほかに飯田有正副会長，大塚栄治，小川弥一，寺井達男各理事等がい

て普及，発展に尽力した．また米人側軍人には，ハービソン少将

（Josephs・Harbison），テーラー大佐（RorenzoTaylor），シュミッ

ト中佐（M・T・Schmidt），グラム少佐（Gram），テーラー大尉等がい

て，特にハービソン少将は，浦上師範について，日本弓道も稽古し

た．

　この頃，洋弓揚の施設がないため，練習にも試合にもたいへん不都

合であり，菅会長は都営の洋弓揚設置の申請書を23年3月に提出し

たが，都内には適当な敷地が容易に見当らず（日本弓は射程28mに対

して・洋弓は最高射程距離は90mを要する），この申請はかなえられな

かった・しかも前述の安藤家の厚意によって使用させて貰っていた邸

内練習揚も移転のため不可能となり，副会長の鳳ロー郎（日本製紙重

役），飯田有正の邸内を使用させて貰って練習や競射大会場に当てる

ことができた。当時最も多く利用できたのは，ワシントン・ハイツ

（原宿）米軍宿舎の庭園であった．

　終戦後昭和21年から国民体育大会が開催されることになったが，

日本洋弓会は，京都（第1回大会・昭和21年），名古屋（第5回大会，

昭和25年），広島（第6回，昭和26年），郡山（福島県，第7回大会，昭

和27年）などの国民大会には，日本弓とともに参加した．そのうち，

昭和25年’10月30日に行なわれた，名古屋大会の第2日目（市内

清水公園会揚）には，日本洋弓会の米人会員ミス・ヘレン・ラスキー
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も出揚して，72点の最高点で優勝した．そして翌日の中部日本新聞

には「洋弓に狩猟姿でラスキー嬢出揚」という見出しで，「ハカマ，

白タピ姿というクラシカルな婦人選手（日本弓）も交って，熱戦を繰

展げる国体弓道第二日目の30日は午後1時から珍らしい洋弓の公開

演技が行われた．アメリカにいて，N・A・A・（全米洋弓協会）の婦人チ

ャンピオンで知られ，弓道の国際オリンピック参加運動にも活躍，現

在総司令部（G王【・身）運輸課勤務のヘレン・ラスキー女史が革の矢

筒（クィバー）に短い矢を抱え，狩猟姿そっくりのいでたちで出揚，

洋弓の菅重義氏（日本洋弓会会長）らと競射を行い，72点の最高点で鮮

やかな手並を披露選手はじめ観衆の拍手を浴びてほほえましい日米

親善風景を描いた・」という記事が載せられた・ついでながらこの日

の日本弓試合に出揚した3人の女子選手がいたが，これは昭和13年

に行なわれた第1回日米親善通信女子競技大会に出揚した愛知県立第

一高女の鈴木歌子選手等で，試合終了後12年前の想出話に尽きるこ

と力雪なカンった。

　第7回国民大会の秋季大会は福島，山形，宮城県などで行なわれ，

昭和27年10月の郡山弓道会揚では，公開演技として，フィールド

・アーチェリーが披露された．場所は平坦なグラウンドであったので，

机や椅子を運んで，仮想の丘や谷間での競射という形式であった．

　昭和27年5月に日本で最初の洋弓についての解説，指導書が菅重

義，小沼英治共著で「洋弓の解説」という書名で発行され，当時アー

チェリーに志すものには唯一の手引書として珍重された．

　（4）　日本アーチェリー協会と改称……普及発達期

　昭和32年10月19日に，民族文化協会（会長渋沢一雄）主催・日

本洋弓会，日本武術研究所，読売新聞，東急電鉄後援の第7回民族武

道の祭典が，大田区田園調布の田園コ・シアムで開催された．各種日

本古来の武道とは大分異色と思われる洋弓もこの祭典に初めて参加し

たので参加者の注目をひいた．洋弓部門から出揚したのは，菅重義，

小沼英治，飯田有正等のほか，アメリカ人の日本洋弓会員であった．
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観衆の中には，当時まだ洋弓の射法を見たこともない人が多く，コロ

シアムに集まった観衆は好奇の眼で注目した．渋沢会長の挨拶の後，

菅選手を先頭に全選手が揚内のパレードをなし，菅洋弓会長が，洋弓

についての解説をし，小沼，飯田両副会長のフィールド・アーチェリ

ーの実演を公開した。種々の動物を象った標的が揚内に設けられ，二

人はそれを次ぎ次ぎと射て満場の拍手を受け，ターゲット・アーチェ

リーでは出揚者全員五色の標的に的中して，洋弓の的中率の安定さを

見せて大いに面目を施したのであった．

　このようにして，追い追い普及発展してきた日本の洋弓界は，時代

の進展に伴って従来の日本洋弓会なる名称を昭和31年にr日本アー

チェリー協会」と改称し，小沼英治が理事長となった23〉．

　昭和34年小沼は菅等とはかり，役員会を開き，協会長として日本

楽器社長の川上源一を推すことにした．同年6月，銀座ヤマハ屋上に

おいて，初代川上会長の就任披露式を催し，この席上で川上会長は，

弓揚の拡張，指導者の養成，国際試合への出揚等将来の抱負を披歴し

た．菅重義は顧問に就任した、こうして発足した日本アーチェリー協

会は，川上会長の熱意と小沼副会長以下協会役員の協力体制のもとに，

全国各地に支部をつくり，指導者養成の講習会，普及講習会，各種大

会などと普及発展に遙進した．また同じ年に，東京教育大学，日本大

学，学習院大学，玉川大学の4大学がアーチェリーをはじめ，こ．の4

校がまとまり日本学生アーチェリー連盟を結成し，初代会長に日本体

育大学長の栗本義彦が就任した．その結成式は，上野池の端のホッケ

ー倶楽部で4月に行なわれた241．

　こ・うしたことからみると，昭和34年は日本アーチェリー界にとっ

ては画期的な年であった．この年4月10日は皇太子，美智子妃の御

成婚の日でもあつたが，記念すべきこの日に，日本洋弓会は，第一回

全日本アーチェリー競射大会を目白の学習院大学グラウンドで開催し

た．菅会長が挨拶をなし，その後，アメリカン・ラウンドで競射が開

始され，従来熱心に研究練習に励んだ甲斐あって小沼英治が優勝した．

　昭和35年6月には，鎌倉の七里が浜ホテルの射揚で，全国的な第
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1回洋弓講習会が催され，同年9月には，奈良県橿原神宮外苑弓道揚

で第2回洋弓講習会を行なった．受講者は日本弓の称号をもつ人，学

校体育指導者，学生などで，北は青森から南は九州までの各地から

60余名が集まり全国普及の基礎が着々と進められた．

　同年第1回アーチェリー選手権大会が東京後楽園にて開催され，翌

年オス・一で開かれる第21回世界アーチェリー選手権大会への出揚

者を選考した．

　その結果，昭和36年8月，ノルウェーでの世界アーチェリー選手

権大会には，日本ではじめての選手として，興亜石油の亀井俊雄，日

本楽器浜松本社の岸野計二，学習院大学学生の入江隆の3選手と監督

として協会理事の小山高茂，マネージャーに日本弓道連盟常任理事の

金子清則，チーム・ドクターとして小野忠彦医学博士を派遣した．こ

の3選手は世界の強剛126名を相手によく健闘し，亀井選手は日本

新記録を樹立して55位，岸野選手は66位，入江選手は70位の成

績であった．この道の先進国に交って，わずか3年足らずの弓歴でこ

れだけの成績は予期以上のものであった．団体成績は男子15ヶ国中

13位であった．

　昭和37年8月，インドネシアのジャカルタで開催された第4回ア

ジア競技大会の洋弓選手として，日本から岸野計二，関西大学・キ生の

山本博之，大阪府立大学々生の末田実の3選手と協会理事猪俣興一が

派遣され，末田が見事に優勝し，2，3位は山本，岸野が占め，日本は

完全優勝をとげた．

　同年に，第1回全日本雪上アーチェリー競技大会が，新潟県塩沢で

開かれ，男子では川上浩，女子では川原好子が優勝した．

　昭和38年7月の第22回世界選手権大会は，フィンランドのヘル

シンキで開かれ，細井英彦監督以下，猪股英毅（慶応大卒），末田実，

岸野計二，寺田五郎（日本楽器）の4選手が参加し，猪俣選手は24位

となり団体の順位は第10位であった鋤。

　昭和38年7月に東京の4大学（教育大，日大，学習院大，玉川大）が，

日本学生アーチェリー連盟を結成したことは前述したが，その後関東
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の大学洋弓は徐徐に普及発展して対抗試合も盛んになった．これに対

し昭和36年4月に関西学生アーチェリー連盟ができ，同39年には

中部学生アーチェリー連盟も結成されたので，これらを全部結合して，

全日本学生アーチェリー連盟が結成されるに至り，インターカレッジ

・リーグ戦が盛んになった．この学生アーチェリーの発展に特に尽力

したのは入江隆（学習院大），高柳憲昭（東京教育大）等であった．

　昭和39年（1964）は東京オリンピックの年であったが，その直前

には，東京小金井公園にて日比親善洋弓大会が開催され，日本側が大

勝した，また，オリンピック大会直後のパラリンピック東京大会アー

チェリー競技の運営はたいへん優秀であるとして参加各国より賞賛さ

れ，日本のアーチェリーも世界の水準に近づいてきたことを確信づけ

るに至った．

　この年にはFITA（国際アーチェリー連盟）会長，英国のフリッツ女

史は，副会長，ベルギーのケッセル氏とともにわが国のアーチェリー

，界を視察した．

　同39年には東京都体育協会の趣旨により，東京都アーチェリー協

会が成立し，会長に出口林次郎，理事長は田中良r副理事長に猪俣

興一，常任理事に細井英彦，伴七三雄，板井一雄以下18名が役員と

して就任し，各区ごとに協会が設置されて普及に役立った．

　昭和40年には，フィリッピンのマニラにて，第1回アジア・アー

チェリー大会と日比親善大会が開催され，日本から小沼英治を監督と

して選手8名を派遣した．

　また同年，インドネシア独立20周年記念アーチェリー競技会がジ

ャカルタで開かれ，小沼英治監督と男子4人女子2人の選手が参加し

て，圧勝した。

　昭和41年3月には，充実して来た日本のアーチェリー界を統一す

るため，全日本洋弓協会，日本学生アーチェリー連盟を統轄して，

「全日本アーチェリー連盟」が結成され，会長に愛知撲一，理事畏に

田中良一が就任した．

　したがって，連盟の傘下には，全日本学生アーチェリー連盟はもち
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ろん，都道府県アーチニリー協会が入ったことになる．

　ついで昭和44年には，日本体育協会に仮加盟し，国際アーチェリ

ー連盟の加盟権を日本弓道連盟からうけついだ・日本体協に正式加盟

したのは，昭和45年7月10日である，

　昭和41年8月に，東京駒沢グラウンドにて日比親善大会を開催し，

日本側が圧勝した，

　昭和42年7月にオランダのアメルスフォルトにおいて，第24回

世界選手権大会があり，細井英彦監督と選手7名（末田，前田，木村，

円城寺，松島，塩屋，和弓の宮田）が参加し，団体7位（参加47国），個

人では末田選手が24位，前田27位，円城寺29位となった．

　1969年（昭和44年）8月，アメリカ，ペンシルヴァニア州ヴァレ

ーフォルジにて開かれた第25回世界選手権大会に山田団長，高柳監

督，高橋マネージャーと男子5名（前田，村上，木下，道永，川西），女

子3名（西，谷，平田）を派遣し，男子は団体8位，女子は団体7位・

個人では女子の谷まゆみが5位入賞と，70mダブルラウンドに世界

新記録樹立，西由利子が27位，平田正代は35位，男子個人では，

村上清美21位，前田栄一郎37位，川西大介41位，道永義利53

位，大下太一78位となった．

　昭和46年イギリスのヨーク市で開催された第26回世界選手権大

会から35ケ国が参加し，日本から男子5名（前田，梶川・中本・村上・

若槻），女子3名（布浦，渡辺，中島）が出揚し・団体で男子7位・女子

9位となり，個人で梶川が5位に入賞した，

　この年の国内予選で中本新二選手は1252点という世界新記録を出

したが，この記録はその後デンマークのジャコブセンが1254点で破

っている26）．

（5）　日本の7イールド・アーチェリー

アーチェリーを競技形式上から分類すると次ぎのようになる。



ア
ー
チ
ェ
リ
ー

ターゲット競技

Target　archery

フィーノレド童音技

Fieldarchery

フライト競技32）（Flight　shootin9遠矢）

クラウト競技14）（Clautshooting）
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RLTヘラウンド㌶㌻忽ド
Federation　I且temational　Tir　a　L，arc

　　　　　　　　　　　　　（国際弓術連盟）
アメリカンラウンド27）1ω

コロンビアラウンド28〕

ヨークラウンド291

ナシ日ナルラウンド3ω

メトロポリタンラウンド3U

｛
フィーノレドラウンド

ノ、ンターラウンド

アニマルラウンド

　ターゲット競技のFITAラウンド（国際弓術連盟ラウンド）では，

1回に1組6本の矢を射つことを1エンド（end）と言い，各射程距

離（男子は90，70，50，30m，女子は70，60，50，30m）から6エンド

すなわち6本×6エンド×4射程距離＝144本の矢を射つことになり，的は

同心の，10の輪からできていて，金星（黄色の内側）が10点，以下

1点宛減じて，1番外の輪は1点となり，最高得点は1440点となる．

この射ち方をシングルラウンドと称し，これを2回連続して行なうも

のをダブルラウンドと言い，この揚合は2880点満点となる．1ラウ

ンドは1日ま，たは連続2日にわたって行ない，2日にわたる場合は長

い方の2つの距離を第1日に行なう。故にダブルラウンドでは4日間

連続競射となるので精神的な訓練が必要となってくる．

　アメリカには，その成立や発達過程上，最も古いものの一つヨーク

・ラウンドから統一的なアメリカンラウンドに至るまで各種の射法が

ある．

　フライト競技27）は，矢がどのくらい遠くまで飛ぶかという最大飛行

距離を競う競射で特殊なものとしては足を使って引く弓もある．これ

は日本ではまったく行なわれていない．

　クラウト競技は，インディアンのやるような競技で，これも日本で
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はやっていない．

　フィールド・アーチェリーは，自然の広い高原や山野に的を14個，

または28個設置し，最短6mから最長60mの距離で，山，川，

谷などの変化あるコースを通りながら自然の環境の中で行なうもので

ある．従来日本ではあまり盛んでなかったが，最近各地にこのコース

が設備され，将来フィールド人口が増加するだろうと予想されている．

　フィールドラウンドは的の距離が定まっているが，ハンターラウン

ドは的の位置かえで距離をわからなくしておく，したがって試合前に

は射揚には入れないこ．とになっている．また射法には2通りあり，一

つは弓に目印や照準器，スタビライザー（Stabilizer安定器）をつける

など，どの方法で射ってもよいフリースタイルと，他はそうしたもの

を一切つけてはならないペアボウスタイル（Bare　bQW裸弓を使用する

ものでInstinctive　style，自然型ともいう）とがある．

　アニマルラウンドは，動物の型を描いた14個の標的を野外で射る

方法で，動物愛謹の精神から狩猟の代用の形で考えられたもので一発

必中決して失敗が許されないというスリルを味わう興味あるものであ

る．

　このほかにアーチェリーを楽しむ方法として，ウォンド・シューテ

ング（Wand　shooting），アーチェリー・ゴルフ（弓矢を使ってゴルフ

と同じ要領でコースを少ないシ日ットで回る，最後はホールの代りに4インチ

の標的か球状の的を置く），ロウビン’グ・アーチェリーRoving　ar－

chery），スキーイング・アーチェリー，馬上アーチェリー，フィッシ

ング。アーチェリー，ハンチング・アーチェリー，インドア・アーチ

ェリーなどもある．

　さて，フィールド・アーチェリーは，もともと，スウェーデンで動

物愛護の立場から山野で鳥獣を射殺ろす代りに動物を描いた標的の急

処をねらい射つことから始まったといわれ，英国でも，すでに1591

年には，・ンドン郊外のスパイテル・フィールドで・ウピング・アー

チェリー（Rovlng　archery）として行なわれたのが起源のようであるi

そして19世紀の後半には，騎士間（Knight　hood）でこのフィール
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ド・アーチェリーが盛んであった。アメリカでのアーチェリー界は，

ターゲット・シューテングとともにフィールド・アーチェリーがたい

へん盛んで，最近では後者が前者をしのぐ勢で，アーチャー人口の

80％まではフィールド・アーチェリーを楽しんでいるといわれてい

る・1969年には第1回フィールド世，界選手権大会がアメリカで行な

われ・ている。

　ターゲット・アーチェリーは・弓揚において的を射るだけなので，

、どちらかといえば単調だとのそしりはまぬかれない，それに比して，

フィールド・アーチェリーは，弓の本来の目的である山野を蹟渉して

狩猟をするという要素を多分に残し，変化に富み，都塵を離れて自然

に親、しみ，野趣とパイオニア精神を充分味わうことができ，原始的郷

愁をよび起こさせるものがある．

　日本では，昭和22年10月，埼玉県朝霞キャンプ・ドレークの一

隅にある起伏の多い森の中で，駐留軍の弓人やその家族達と，日本側

の菅重義，小沼英治，飯田有正，大塚栄治，小川弥市，吉田謙治ら10

余名が参加して行なったのが，フィールド・アーチェリーの噛矢であ

る・その後昭和27年の10月，第7回国民体育大会の時，福島県郡

山の会揚で，フィールド・アーチェリーのエキジピション・ゲームが

公開された．

　昭和39年5月には，伊東国際ゴルフ場のアーチェリー弓揚におい

て，第1回全国フィールド・アーチェリー大会が開かれ，こ・の頃から，

本格的なフィールド・アーチェリー射揚ができはじめ，クラブも作ら

れた．

　昭和42年4月23日には，その発展をはかるため，発起人30余

名が集まり，準備を整え，会則を定め，日本フィールド・アーチェリ

ー・ ソシエーション（J．F・A・A・）は同年8月10日に創立された．

　最近では全国各地に，フィールド・アーチェリーの射揚ができ，そ

の人口も急激に上昇して・将来の発展は明らかである．昭和47年6

月には全日本主催の第1回日本フィールド・，アーチェリー大会が開か

れ，多数の選手が参加した．
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皿．むすび

　アーチェリーは，古くて新しいスポーツであるということができる．

弓の歴史の項でも述べたように，弓矢の発明は人類発生後間もなくだ

ろうと推定され，その後，人類の生活必需品として，動物との戦いあ

るいは漁猟の主要用具として，また他民族との戦いの武器として重要

な役割を果たして来た時代もあったが，現代の文明国においては，ま

ったくスポーツとして，しかも用具は合理的に工夫改良され，近代的，

科学的しかも美的に作られ，すぐれた性能のものが使用者を楽しませ

るにいたっている．

　そして，体力に応じた強さの弓が自由に選べるようになり，老若男

女を間わず誰でも気軽るにできるスポーツとなった，

　アーチェリーの技術は，日本弓のような形式ばった堅苦しさはなく，

フランクで一般にたいへん入り易く，すぐ興味を覚え，魅力にとりっ

かれるスポーツである，初心者でもときどき金的を射とめる快感を味

わうこともできるが，メンタルな所が多分にあり，技術の奥行きは深

い．最短射程距離の30mから6エンド（1エンドは6射）の36射全

部が中央の10点に当たる，いわゆるパーフェクトを出した人はまだ

世界中に誰一人もいないのである．

　大試合ともなれば，1日に6時間以上もの長時間，炎天下の中，連

続して4日間に288本の矢を射ることもある・こうなるともう自分

と的との戦いあるのみで，誰の助けを借りることもできない，これほ

ど孤独なしかも精神的にきびしい競技も少いのである，これがまた競

技者にとっては，一つの魅力でもある。

　弓をやる目的は，いろいろあろう．すなわち，健康のため，自己の

限界を知るため，的に命中した時の自己満足のため，精神を鍛えるた

め，社交のため，よい友人を作るため，スポーツをするよろこび，楽

しみ，趣味，国際選手となって自分のカを試して見たい等麦，それぞ

れ異なるかも知れないが，その何れでもよい，目的に立ち向って精進

する過程が尊いのである，
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　日本でのアーチェリーは，昭和12年頃からで，スポーツの中では，

最も新しい歴史しかもっていない．しかも，はじまった直後，戦争で

中断され，実際に普及しはじめたのは，各大学に洋弓部がおかれた昭

和30年以後である．したがって揺藍期を脱して成長期に入ったのは，

昭和40年以後で，日本では，これからのスポーツである．ゴルフ，

ボーリングの後を継いで一般的に広まるのは，将にこれからである．

人によっては，静かなブームがすでに巻き起こっているとも述べてい

る．

　全国にアーチェリー協会が40余も設立され，レンジが200以上

もできている．都市の公害を逃れ，山野の大自然の大気の中でフィー

ルド・アーチェリーに打ち込み，仕事の合い間の一時を過ごす人達が

多くなるのも遠い将来ではあるまい．
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IX．アーチェリー解説年表

10万年前

5－3万年前

3－1万年前

25000年前

1万数千年前

1万5千年前

7000年前

B，C。4000年

A。a1200年頃

・36・年（籔去天皇）

・538（難号天皇〉

・考古学者達の研究によれぱ，ネアンデルタール（Ne－

ander伽a1）の，ある種族達は，この頃すでに弓矢を

狩猟に使用していたと推定されている・

・EncyclopedeaBritanicaによれば，弓の発明は・お

そらく5－3万年以前であろうという・

・人類が弓や投槍を発明したのは，この頃すなわち後期

石器時代であろうと，英国の先史考古学者Vere　Gor－

don　Childeは推定している・

・アメリカ大陸南部を放浪していたFo1SQm人は，こ

の頃優れた狩猟人で荒野の野牛を射とめていたと推定

される，このことは，アメリカ野牛の肋骨の中に財ち

込まれた石の蹴によって確認されている（1925年に彼

等の用いた器具がFolsomから発見されている）・

・Altamira洞窟に残されている壁画（かなり発達した

弓をひいている）は約1万数千年前のものと推定され

ている．この洞窟の発見は1879年・

・この頃，南フランスに存在していたオーリナシアン

（Aurignacians）民族が，最初に弓矢を使ったのだろ

　うと（P。R，Elmer博士の調査による）いう・

・エジプトで7000年前のものと推定される弓矢が発見

　されている。エジプトはPharaoh時代弓を最有力の

武器として兵を訓練していた・

・中近東，アジア民族等は，この頃弓矢を盛んに使用し

ていた．

・モンゴル族のジンギスカンは馬に乗った軍隊に弓をも

たせ，その馬上の射手の偉力で多くの敵に大惨害を与

　えた．

・イギリスで軍隊に馬上から弓を射させた結果，従来の

射程距離を400フィートから700フィートに延長さ

せることができた．このことによりその後の戦いにお

いて（百年戦争1337－1453）フランスの大軍に大打

　撃を与えることができた．

・英国のヘンリー8世は，従来狩猟や武器に使われてい

　た弓矢をスポーツ化し，アーチェリー競技会を開いた

　ので，ヨー・ッパ各国にも広く普及するようになった・



・545（難壽皇）

・588（難暫皇〉

・63・（黙事皇）

・673麟莞皇）

1676　　（延宝4）

1682　（天和2）

1703　（元禄16）

1787　（天明7）

1793（寛政5）

1796　（寛政8）

1824　（文政7）
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・英国でAscham，Rogerによって世界最初のアーチ

　ェリーの書が「Toxophilus」の書名で・ンドンのA

　Murray＆Sonから発行された，ギリシャ語でToxo

　は弓の意がある・したがってr弓術愛好」とでも訳す

　ぺきか・168頁の大作．

●スペインの無敵艦隊アルマダ（Armada）は弓矢が武

　器であったが，英国侵冠作戦で，ハワード卿，ドレー

　ク等の指揮による銃鉋の英国艦隊に惨敗した．この時

　以後弓は武器としての価値を鉄鉋にゆずり第2位にお

　ちた．

・フランスではこの年の内部闘争で弓矢が使用されたが，

　このあとは兵器として，弓は火器に優位をうばわれた，

・英国で，は，じめて愛弓家のグループrAncient　Soorton

　ArrOw」が結成され，世界最古のアーチェリー・コン

　テストが開かれた．

・英国のチャールズ2世は，アーチェリーをスポーツと

　して奨励したので，ヨー・ッパにも広く受け入れられ

　た・その妃CatherineofBragansa（ポルトガル王

　ジ日ン4世の娘）も，自ら弓を愛し，クラブの結成を

　熱心に奨励した．

・弓に関する第2番目の著と見られる「弓人の栄光The

BOwman’s　Glory」という書が，フィンスベリー弓人

会の会計役William　Woodによっても出版された．

　この書の序文の中に，チャールズ2世が弓術を実習し

たことを暗示する一文がある．

・スコソトランドの「王立弓人協会」は，この年にアン

女王（Ωueen　Anne1665－1714）から法人として認

可された．

・この年6月18日英国に「愛弓者協会SQciety　Toxo－

philite」が結成された，

・前記「愛弓者協会」はジョージ皇太子の庇護を受け，

「Society　Royal　Toxophilite王立愛弓者協会」と改

称した，

・r王立ケント弓人会」もジョージ皇太子の庇護により

王立の名称をつけ加えた、

・英国のヨークシャーにrサースクThirsk弓人会」
が結成された．
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1825　（文政8）

1827　（文政10）

1828　（文政11）

1830　（天保元）

1844　（弘化元）

1849　（嘉永2）

1860　（万延元）

1861　（文久元）

1870以後

1877　（明10）

・オックスフォード大学内に「ニューカレッジ弓人会」

が誕生した，

・英国のサセックスSusexに「南サクソンSouth　Sax－

son弓人会」が設立された・

・アメリカ合衆国に，はじめて洋弓の同好会「フィラデ

ルフィアの連合射手The　United　Bowmen　of　Phi－

1adelphia」が組織された。これで洋弓がアメリカに

おいて第一歩を踏み出したことになる（9月3日）・

・上記弓人会「U・B・H・」は「弓人要覧」という本をは

　じめて出版した・

・ビクトリア女王は，かつてチャールズ2世が属してい

　たブルージュBruges（ペルギー）の「聖セバスティ

　アン友愛会」の会員になワた・

・8月1日rThe　Grand　NatiQnal　Archery　Touma－

ment」大国民弓術選手権大会が，ヨーク州のネービ

スマィヤーKnavesmire競馬揚で開催された・

・英国で婦人のためのナショナル・ラゥンドNational

Roundが創設され（60ヤードで4ダース，50ヤード

で2ダースを射的），ダービーで第1回大会が開かれ

　た．

・英国のバスBath町で開かれた大国民競射大会に参

加した弓人は男子109人，婦人99人で，当時の最

　高を言己録した．

・この年，中国のタークー（大沽Taku）で起こったア

　・一戦争（1857－60，ア・一号事件とも第二次阿片戦

争とも呼ばれる清対英仏連合軍の戦い）は，大戦で弓

矢を使用した最後で，以後兵器としては廃れた・大沽

　は当時天津の外港として栄えていたが，現在は堆土の

　ため大型船接岸不能となり，対岸に拡張された塘沽に

　その地位をゆずった・

・英国にr大国民弓術協会The　Grand　National　Ar－

　chery　Assoiation」が設立された・

・アメリカの南北戦争（1861－65）頃衰微していた米国

　の弓術は1870年代になって社交スポーツとして復活

　された。

・米国のモーリス・トンブソンMaurice　Thompsonは

　弓に関する自分の経験をrHarper’s　Magazine」に



1879　（明12）

1888（明21）

1900　（明33）

1904　（明37）

1908　（明41）

1913　（大2）

1914　（大3）

1919　　（大8）

1920　（大9）

1922（大11）

1925　（大14）
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　執筆し，それをまとめて「The　Witchery　of　Arc・

　hery弓術の魅力」として出版した。

・スペインのアルタミラ洞窟（CaveAltamira）で彩

色動物壁画が発見，旧石器時代に弓矢が使用されてい

　たことが実証された．

・1870年頃から盛んになった米国の洋弓は，クラプが

100位に達し，これらを統合する協会が必要となり
「合衆国国民弓術協会TheNational　Archery　Associ－

atjQn　of　The　United　States」が設立，ボストンに

本部をおき，8月にその第1回競射大会が，シカゴの

　ホワイトストッキング公園で開催，男69，女20人
が参加した．

・英国で弓矢が戦争に使われた最後である．この年Mac－

donald一門とMacintosh一門との衝突に使われた．

それ以後はアメリカインディアンやアフリカの野蛮な

種族が僅かに弓を使用したのみ．

・第2回オリンピック・パリー大会にアーチェリーが公

開競技として行なわれた．

・第3回オリンピック・セントルイス大会の時もアーチ

　ェリーが行なわれた．

・第4回オリンビック・・ンドン大会のアーチェリーは

正式種目として，英仏各15人，米1人の選手が出揚
した．

・米国のN・A・A・（The　National　Arc五ery　Associa－

tion国民弓術協会）で，はじめてウォンド・シュー

テング（W鋤d　Shooting一注13参照）が行なわれ
た．

・この年英国では公開の競射大会が5回も開かれたが，

以後は第1次世界大戦勃発のため暫くは衰退した．

・第1次大戦終結後，英国で，この年から弓術が行なわ

れはじめた．

・第7回オリンピック・アントワープ大会に，標的競技

として弓術試合が種目に加わった．

・米国のN・A・A・では，クラウト競射（Clout　Shoot－

ing注14参照）を始めた．

・アメリカのフォルサム（Folsom）地方で，米大陸最

古の文化と思われる約1万年前の狩猟民族の使用器具
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1929（昭4）

1931　　（日召6）

1932（昭7）

1936　　（日召　11）

1937（昭12）

1938（昭13）
1939　　（昭　14）

1940　（昭15）

1941（昭16）

を発見，野牛の骨に射込まれた嫉などを発掘し，当時

の弓矢の使用が実証確認された・

・N．A．A。（全米洋弓協会）の調査によれば，この頃，

アメリカの社会人洋弓のクラブ数は149弓人の総数

は約15万人と発表された・

・ポーランド弓人たちの提唱により，国際洋弓連盟（Fe－

deration　Intemational　de　Tir　a1’Arc．略称フィ

ーターFITA）が結成され，第1回大会（World
Championship）が開かれた・

・英国では，国際関係の事柄につき大英帝国の弓人総体

を代表する団体の必要を認め，国際弓術評議会（GC－

IA）が結成され，会長にリーペルストークLord

Revelstoke卿を推し，8弓団から委員を選出した．

・第2回世界洋弓競射大会が，ポーランドのワルシャワ

で開かれ，この時，競射に関する各国の方法を統一し

た規約が定められた．（32人出揚，ベルギー3，チェ

　コ3，英8，仏4，ポーランド13，瑞典1）

・11月29日ニューヨークの日本倶楽部において日米

の弓人が懇親会を開いた，日米弓人の交流のはじまり

　である．

・5月15日マウント・ホリヨーク女子大で行なわれた

運動会に日本女性2人が和弓の実演を紹介した，

・10月17日，第1回日米親善競射大会がウッドサイ

　ドで行なわれた

・3月6日，ニューヨークの日本弓道会は，紫垣元喜が

全米洋弓協会（NAA）に加盟することを承認した・

　さらに日本人の洋弓同好会を結成した、

・この年から米人の洋弓大会に日本人も招待されて参加

　するようになった．

・10月，日米親善通信競射大会が開かれた・

・10月2日に日米女子親善通信競射大会が開かれた・

・米国でアーチェリーをやった菅重義が帰国し，日本に

　紹介した・

・アメリカでナシ目ナル・フィールド・アーチェリー連

　盟が創立された、

・菅重義が同好者を集めて，ロビンフッド・クラブを東

　京に創設したが，第二次大戦のため中止せざるを得な



1945　　（昭20）

1946　　（昭　21）

1947（昭22）

1948（昭23）

1952（昭27）

1956　　（昭　31）

1957（昭32）

1958　（昭33）

1959（昭34）
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かった．

・終戦直後小沼英治は自宅に洋弓研究所の看板を出し研

究を続けた，

・9月に小沼英治は株式会社アサヒ弓具を創立し，弓具

の製造を始めた。

・11月小沼の提案により主にアメリカの同好者を集め

て「日本アーチェリー・アソシエーション」をつくっ

た．

・菅が会長となり，下条康麿らの協力を得て「日本洋弓

会」を設立し（3月），これに前記「日本アーチェリ

ー・ ソシェーシ日ン」も合流して統一的機関が二の

年の年末に誕生した・

・「日本洋弓会」の主催で駐留軍のアーチャーを招き，

日米対抗試合を豊島区の総合運動揚で開いた・

・昭和21年以来の国民体育大会にアーチェリーも参加

　していたが，この年10月福島県郡山で行なわれた弓

道会場では公開演技としてフィールド・アーチェリー

を披露した・

・日本で最初の洋弓の著書「洋弓の解説」が菅，小沼の

共著で出版された・

・「目本洋弓会」は「日本アーチェリー協会」と名称を

改めた・

・10月19日第7回民族武道の祭典が田園コ・シアム

で開かれた際，アーチェリーも参加し，解説と命中率

のよい実演を披露した・

・全日本弓道連盟が国際弓道連盟に加入した（7月）．

・日本アーチェリー協会は菅が顧問となり，日本楽器社

長の川上源一が会長，小沼が副会長以下役員体制をか

ため，指導者の養成，国際試合参加，普及講習会等事

業内容を発展させた，

・日本学生アーチェリー連盟を結成，東京教育大，日本

大，学習院大，玉川大が加盟し，栗本義彦を初代会長

に推した．

・第1回全日本アーチェリー競射大会を学習院大グラン

　ドで開いた。（4月10日皇太子美智子妃御成婚の日）

・国際選手権大会はこの年以後は2年に1回大会を開く

　ことになった．
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1960　　（昭　35）

1951　　（昭　36）

1962　　（昭　37）

1963　（昭38）

1964　（昭39）

・6月に全国的な第1回洋弓講習会が鎌倉で，9月には

第2回目が橿原神宮外苑弓道揚で開かれた・

・第1回全日本アーチェリー選手権大会を東京後楽園で

開き，翌年の第21回世界アーチェリー大会への出揚

者を選考した。

・8月オス・』で開かれた第21回世界アーチェリー選

手権大会に亀井俊雄35位，岸野計二66位，入江隆

70位を送り，男子団体15ケ国中，13位であった・

（出場選手126名）

・関西にも学生アーチェリー連盟が結成された。

・第1回全日本雪上アーチェリー競技大会が，新潟県塩

沢で開かれ，男子は川上浩，女子では川原好子が優勝

　した．

・6月17日全日本学生アーチェリー王座決定戦が，関

西学院大洋弓揚で開かれ，関西大が優勝した，

・8月27，28日第4回アジア競技大会がジャヵルタで

開かれ，日本の末田が優勝，山本，岸野が2，3位と

続き，団体優勝とともに完全優勝した。

・関東学生連盟が結成された・

・9月1，2目全日本学生アーチニリー個人選手権大会

が，小石川サッカー揚特設射揚で開かれ，関学大の岡

橋が948点で優勝，女子は日本女子大の林洋子が725

点で優勝した．

・6月17，18日に第2回全日本学生アーチェリー王座

決定戦が，東京浜田山グランドで開かれ，関西大が優

勝し，2位は学習院大であった・，

・第22回世界選手権大会が，ヘルシンキで開かれ，猪

股，末田，岸野，寺田の4選手が出揚，猪股は24位

　となり，団体順位では日本は1α位であった・

・中部学生アーチェリー連盟が結成されたので，関東，

関西と統合して，全日本学生アーチェリー連盟を組織

　し，全日本学生アーチェリー東西対抗第1回大会を開

いた。

・第18回オリンビック東京大会には正式種目に加えら

れそうになったが，その後の種目制限で，ハンドボー

ルとともに除外される運命となった，

・日比親善洋弓大会が，小金井公園で関催された・



1965　　（昭40）

1966　　（昭41）

『

1967　（昭42）

1969（昭44）
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・パラリンピック東京大会のアーチェリー競技の運営は

各国から好評を受けた・

・FITA会長や副会長らが，日本ナーチェリーの状況

　を視察した・

・東京都アーチェリー協会が成立し，各区毎に協会を置

　き，普及に属した．　　　　　，

・第1回アジア・アーチェリー大会と日比親善大会に，

小沼監督ほか8名の選手を派遣した．

・インドネシア独立20周年記念アーチェリー餅技大会

　に，男4，女2選手をおくり圧勝した．

・社会人を主体とした「日本アーチェリー協会」とr全

　日本学生アーチェリー連盟」を統轄する上部団体とし

て，3月に「全日本アーチェリ〒連盟」が結成され，

愛知揆一が会長に，田中良一が理事長に就任した．

・全日本アーチェリー春季大会は，一般男，女，大学男，

女，高校男，女と分れて行なわれ，合計400人を越
す盛会であった．

・6月26，27日に第5回全日本学生王座決定戦と第1

回全日本女子アーチェリー団体決勝戦が，京都府立大

学植物園で開かれた．

・8月に日比親善大会が駒沢グラシドで開かれ，日本が

圧勝した．

・11月19，20日7全日本アーチェリー選手権大会が，

駒沢総合運動揚第2球揚で開かれ，男子は末田実（静

岡一般），女子は川又千文（学習院大）が優勝した．

・第24回世界アーチェリー選手権大会がオランダのア

メルスフォルトで開かれ，細井監督ほか7名の選手が

参加し，団体7位，個人では末田24位，前田27位，

円城寺29位となった，

・全日本アーチェリー連盟は，日本弓道連盟から国際弓

術連盟への加盟権を譲り受け正式に加盟を認められた．

日本体協には7，月10日に加盟し，8月に国際アーチ

ェリー連盟に加盟した．

・第25回世界アーチェリー選手権大会（ペンシルバニ

ア）に，男子5名と女子3名の選手を派遣し，男子は

団体8位，個人で村上21位，前田37位，川西41
位ジ道永53位，大下78位，女子は団体7位，個人
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1971　　（昭46）

1972　　（昭47）

で谷まゆみが5位と70mダブルラウンドに世界新を

樹立し，西が27位，平田が35位となった・

・5月29日，第26回世界アーチェリー選手権大会予
選会が，尾張旭市森林公園弓技場で開かれ，中本新二

はシングルラウンドで1252の世界新記録を出した・

50mでも320の世界新であった・女子では，渡辺佳

代が1163の日本新記録を出した・出揚者は男24，

女11人であった，

・6月25日，全日本学生王座決定戦が神戸の王子競技

揚でありジ男子は1位桃山学院大，2位早大，女子は

　1位学習院大，2位梅花大であった，

・7月28－31日まで4日間英国ヨーク市で開かれた第

26回世界選手権大会に，日本は男5人，女3人の選

手を派遣し，参加35ケ国中，男子は団体7位，女子

は9位，個人で梶川博（大阪工大）が2344で5位で

あった．女は布浦裕子（同大）が2180で18位とな

　った．優勝は18歳のアメリカ選手ジョン・ウィリア

ムスが大会新2445，女子は，エマ・ガブチェンコ（ソ

連）が（2380）占めた・

・10月15，16日全日本学生アーチェリー個人選手権大

会が千葉県総合運動場で開かれた・

・長い間オリンビック大会種目から抜けていたアーチェ

　リーが，第20回ミュンヘン大会で正式種目として実

施され，日本から男子3人，女子1人が出揚，2880点

満点のところ梶川2381（19位），日比野2344（29位），

中本2287（38位），女子，秋山芳子2301（17位）

であった．

　注

1）Encyclope（1ia　Japonica（大日本百科事典lp．260）に，日本には

　1937（昭和12年）紹介され……とあるが，その他の多くの書（100

　万人のアーチェリーP、153，図解コーチ・アーチェリーP・32，図

　解アーチェリーp，27）には昭和14年紹介されたとある．この事

　についての詳細は，日本のアーチェリーの項を参照されたい．増補

　体育大辞典p，1598には，洋弓がわが国にはじめて紹介されたのは

　昭和12年から14年にかけてであったが一∵とある・
2）Encyclopedia　of　sports（現代スポーツ百科事典）1970，日本体育
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　　協会，p、82．

　　Collier’s　Encyclope（1ia　1960，　Vo1，2，　P．75・

　　図解コーチ・アーチェリー　昭46，高柳憲昭，p．1．

　　100万人のアーチェリー　昭44．板井一雄，P．146．

　　Encyclopedia　Britanica1964，Vo1，2，p，292，

　　．100万人のアーチェリー　昭44板井一雄，P．147．

　　CQllier7s　Encyclopedla1960，VoL2．p、75。

　　Collier，s　Encyclopedia1960，VoL2，p75．

　　世界大百科事典　Vo1．22，1969，平凡社，P。373．

　　アメリカスポーツ史　昭35，山中艮正，μ57．

　　洋弓　昭44。菅重義，p，160，

　　Wand　ShQoting量Wandには，棒，杖の意があり，幅2イ、ンチ，

　　長さ6フィートの板棒を的として立て，この板棒に36本の矢を放

　　って射当てる競技，男子は100ヤード，女子は60ヤードの距離

　　から発射することになっているが，多少加減してもよい。的板には，

　　バルサの木が適している．それは矢が突きささったまま落ちないし，

　　跳ね返りも少いからである，

14）　クラウト競技（Clout　shooting）Modern　Physical　Educatlon

　　（Gerald　J．Hase，Irwin　Rosenstein　1966）P・5には，　Clout

　　shooting－Long　range　shooting　at　a48foot　target　laid　on　the

　　groun（11180yards　for　men，and120yards　for　women・と

　　簡単に説明してある．クラウト競技は，日本ではあまり行なわれて

　　いない．これはインディアンの得意とする競技で，地上に15m（48

　　foot）の直径の円形標的を書き中心から外側へ5つの同心円の得点

　　帯に区分し，それぞれの得点幅は1．5mとなる。クラウト標的の

　　中心には規定の大きさの白い三角旗を立てる．この標的を男子は

　　165m（180yards），女子は125mの距離から36本の矢を射ち，

　　地上の的の中心から外側に5，4，3，2，1点の的中点によって勝敗を

　　きめる．このほかにフライト競技（Flight　shooting）と称する最

　　大飛行距離を争う競技もある．

15）　菅重義…日本におけるアーチェリーの元祖，明治22年6月20日

　　香川県多度津町に生まれ，大正9年10月，読売新聞特派記者とし

　　て渡米，コ・ンビア大学にて地方自治学専攻，ニューヨークの「日

　　米時報」主筆，基督教修道会幹事，1937年（昭和12年）より3

　　回に亘る日米親善競射大会に参画，昭和14年1月帰国，東洋医療

　　機，大和興業株式会社各代表取締役に就任，事業のほかに「・ピン

　　・フッド倶楽部」を組織して洋弓の普及に第一歩を踏み出し，昭和

3）

4）

5
）

6）

7）

8）

9）

10）

11）

12）

13）
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　　22年3月「日本洋弓会」を創立し初代会長となる．その他「日本

　　　アーチェリー協会」「東京都アーチェリー協会」「日本フィールド・

　　　アーチェリー協会」顧問，「豊島区アーチェリー協会」会長等歴任．

16）　アメリヵン・ラゥンド（American　round）国際ルールができる前

　　　に，アメリカでよく行なわれた試合の進め方，射距離は60，50，40

　　　ヤードの3種，各距離とも6射で，5回計90射，金色は9点，赤

　　色7点，青色5点，黒色3点，白色1点の標的を用いる．このほか

　　に，ナシ日ナノレ・ラウンド，メトロポリタン・ラウンド，コロンピ

　　　ア・ラウンド，　ヨーク。ラウンド，　ジュニア・コロンピア，　ジュニ

　　　ア・アメリカン等がある，これ，については，注（27），（28）一（31〉

　　等を参照
17）　矢渡式（矢わたし式）

　　　競射会とか弓道大会の時などに行なう最初の射礼をいう．また弓

　　道揚（射揚）を新築し，あるいは，射傑を新しく造った揚合に行な

　　　うものである。古法に従えばなかなかやかましいもので，射揚と射

　　揉の飾付けをなし，前三隅に八幡柵を設けて神酒およぴ山海の珍味，

　　山のものとして難子鳥，海のものとして鯉を供える。祭主は祝詞を

　　あげ，あらかじめ祭壇に供えた弓矢を3人の射手に手渡しする．渡

　　された15本の矢を射手は7，5，3に引く，すなわち最初の1回は

　　1番射手が3本・中2本ρ後が1本の計7本，第2回は，3本，1

　　本，1本の計5本，第3回は3射手各1本宛の計3本である．中
　　（あた）りの多いほど目出度いのは当然だが，全部駄目の揚合はさ

　　らに5，5，3と13射を射直す。略式の揚合は祭主の一手の射礼等

　　で簡単に済ます方法もある．

18）　洋弓（Archery）　昭44，菅重義，P．295．

19）（A）嘉納治五郎　昭39，加藤仁平，P．237．

　（B》嘉納治五郎　昭39，講道館，p．745．

20）　洋弓　昭44，菅重義，P．325。

21）（A〉前出　18）P，313、

　（B｝洋弓の楽しみ方　昭42，白倉仲助，武山秀，p．84・

22）（A）前出　21）（B）P．85，

　（B）前出5）P．152。

23）　アーチェリー　昭47，高柳憲昭，P．27．

24）　洋弓　昭44，菅重義，1L320。

25）　朝日新聞　昭和38年7月18日．

　　洋弓の楽しみ方　昭42，白倉，武山，p．90・

　　100万人のアーチェリー　昭44，板井一雄，p・153・
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26）

27）

28）

29）

30）

31）

32）

アーチェリー　昭46，高柳憲昭，P．35．

スポーツ年鑑　昭39，べ一スボールマガジン社，P．377．

アーチェリー　昭47，高柳憲昭，p．205，

アメリカンラウンド……これはアメリカで最も盛んに行なわれてい

る競技方法，標的は122cm（直径）の大的を黄色9，赤色7，青

色5，黒色3，白色1点とし射数は6本x5回の計30射，これを

60ヤード，50，40の3ケ所から30x3の90射で9点×90射＝
810，点満，点となる，

コロンピアランド……これは女子，中級女子に使われるが，初歩の

男子大学生または男子高校生にも利用できる．

50ヤード射程，4エンド（6本×4）

40ヤード　　　4エンド

30ヤード　　　4エンド
ヨークラウンドー　・男子用で最も古いものの一つで・100ヤード12

エンド，80ヤード8エンド，60ヤード4エンド．

ナシ目ナルヲウンド……女子，中級女子用60ヤード8エンド，50
ヤード4エンド．

メトロポリタンラウンド……女子用60，50，40，30ヤードから各5

エンド。

フライト競技（Flig玩shooting）

これは，矢がどのくらい飛ぶかを競う競技で，射流し競技とでもい

うぺきものである，矢は6射で，競技は次ぎのようなクラスに分け

て行なう．

　A。標的弓クラス（ターゲット用の弓を使用する）

　B。射流弓クラス（弓の中心部に穴のあいた特殊な弓を用いる）

さらに射流弓クラスでは，男女の重量別に分けている．男子は50

ポンド弓・60ポンド・80ポンド・無制限弓・足弓，女子は30ポ

ンド弓，50ポンド，足弓に区別して行なう．

発射線から900mの距離と，矢が落下すると予想される着地地域

は200m以上の幅が必要で競技揚の準備も容易ではない。日本で

は全く行なわれていない．矢は遠く飛ぶように細く，短かくなって

いる．従来の世界記録は普通の射形では783m，足を使って引い

た場合は958mである．

　　　　　　　　　　　　　　（昭和48年5月28日　受理）




